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オ

ー
.ベ

ル

・
シ
山
レ
r

ジ

エ
ン
製

鉄
業

の
創

田田
過

程

第
八
十

五
巻

三
三
入

第
五
号

四
〇

オ

ー

ベ

ル

・
シ

ュ
レ

ー

ジ

エ

ン
製

鉄

業

の

創

出

過

程

一

一
つ
の
準
備
的
考
察
一

大

野

英

二

ま

え

お

ぎ

　ソ

テ

イ

フ

ン

デ

イ

エ
ン

リ

ヘ
ク
ク
　
ル

「
シ

詠
レ
ー
ジ

エ
ン
は

巨
大

土
地

所

有

の
本
場

で
あ

る
」
と
言

わ

れ

て

い
る

よ
う

に
、

一
九

世
紀

末

に

五
、

○
○

O

a

以

上

の
大
土

h

地

所
有

者

四

六
名

が

、

一
〇
〇

㎞

以
上

の
耕

地

.
牧
草

地
所

有

の
二

二

.
二
%

、
総

土

地

の
三
九

.

一
%

を
占

め
、

し

か
も

そ

の
大
部

ブ
イ
デ
イ

コ
ム
ミ
ん

の

マ
グ
ナ
　
テ
ン

分

が
世

襲

財
産

に
固
定

さ

れ

て

い
る
。

こ
う

し
た

ω
o
巨
霧
δ
口
と

り

わ
け

○
ぴ
(。
誘

∩巨
の
陰
①
昌

の
大

貴

族

の
巨

大
土

地

所
有

か

ら
自

然
生

的

に
生

み
出
[さ
れ

た

と

こ
ろ

の
、
耕

地
所
有

・
山

林
所

有

お

よ
び

工
鉱

業

経
営

の
三
者

の
前

期
的

結
合

経
営

が
、
一
九
世

紀
後

半

に

太
き

モ
ン
タ
ン
　
イ
ン
ド
ウ
ス
ト
リ
　

の

く
前

面

に
押

し
出

さ

れ

て
き

て
、
あ

の
特
異

な

○
σ
Φ拐

o
巨
①
ω
δ
づ

の
鉱

山
[

業

の
発
展

の
基

軸

と
な

っ
た
。

と

こ
ろ

で
、
こ
の

マ
グ

ナ

ー
テ

ソ
経

営

〔ー

ユ
ソ
ヵ
1
経
営
〕

と

も
称

す
べ

き
前

期

酌
結

合

経
営

の
成

立

過

程
を

追
跡

し

て
ゆ
く

場
合

、

一
八

世
紀

半

ば

か
ら

一

り

り

り

　

も

九

世
紀

初

め

に
か
け

て
プ

ロ
イ

セ
ン
絶

対

主

義

に

よ
り

上
か
ら

創

出

さ
れ

た
鉱

山
業

に
お
け

る
王

立
特
権

マ
ニ
山

フ
ァ

ク
チ

潔

〔お
よ

び
工
場
〕

の
発
展

過

程

に

一
応

の
考

察

を

試
み

て
お
く

必
要

が

あ

る
だ

ろ
う

。
周

知

の
如

く

、

西

ヨ
ー

目
ッ
パ

で
は
、

市

民

革
命

に
よ

た

た

マ

リ

る
封
建

的
土

地
所

有

の
廃
棄

と
自

生
的

な
産

業

革

命

の
展

開

に
よ

り
、

王
立

特
権

マ

ニ
」

Z

,
ク

チ
ャ

は
打

ち
什

さ

れ
、

こ
れ
と

近
代



」

⇔

的

機
械

制

大

⊥
業

と

の
間

の
社
会

的

系
譜

は

断
絶

す

る

。
し

か

し
、

プ

ロ
イ

セ
ン

の

エ
ル
ベ
河

以
東

で
は
自

ら
著

し
く

異

っ
た
様

相

が

認

め
ら

れ
る

。
既

に

一
八

世
紀

後
半

に
東

エ
ル
ベ

に
お

い
て
、
ダ

ー

ツ

ヘ
ル

シ
ャ

フ
ト

の
基

軸

労
働

力

は
世

襲
隷

農

〔
1
ーラ

ッ
ス
ィ
⊥

ア

ン
冒
か

ら

農
場

労
働

者

層

〔
ー
イ

ン
ス
ト
ロ
イ

テ
〕

へ
移

行
し

つ

つ
あ
り

、

農
村

工
業
も

ま

た

か
な

り

の
程
度

に
発

展

し
、

一
八
〇

七
年

の
勅
令

を
起

点

と
す

る

『
農

民

解
放

』

と

=.営
業

自

由

』

と

の
ブ

ル
ジ

.

ア
的
改

革

の
離
提

が
内

部
的

に
醸

成

さ

れ

て
く

る
。
だ

が

、

こ

の
プ

ロ
イ

セ
ン
改

革

の
不
徹

底

と

一
八
四

八
年

の

『
三
月
革

命

』

の
挫

折

と

の
た

め
、
グ

ー
ツ

ヘ
ル

シ

ャ

ア
ト
は

ユ
γ
カ

ー
経

営

へ

再

編
成

さ

れ

る

に
と
ど

ま

り
、

そ

の
制
約

に

よ
り
自

生

的
な
産

業

革

命

の
展

開

は
お

し

と
ど

め
ら

れ

て

い
た
。

か

く

し

て
、
あ

の
東

工

あ

　

ル

ベ
の
再

版

農
奴
制

に
野

立
す

る

○
げ
Φ
お
o
匡
①
巴
①
ロ

の
鉱

山
業

の
王
立

特
権

マ

　;

フ
γ
ク

チ

ャ
は
、

一
八

世
紀

末

と
も

な

れ
ば

イ
ギ

も

　

リ

ス
産

業
革

命

の
側

圧

を
う

け

て
徐

A
に
機

械

制
大

工

業

へ
移

行

し
、
更

に

一
九

世
紀

半

ば

の
ド

イ
ツ
産
業

革

命

の
さ
中

に

、
幻
プ
o
貯
.

マ
グ
ノ
　
テ
ン

毛
Φω焦
箪
①
旨
の
鉱
山
業
の
急
激
な
抬
頭
を
ま
え
に
し
て
、
衰
退
の
影

を
濃
く
現
わ
し
な
が
ら
も
、
そ
の
基
幹
部
分
は
大
貴
族
の
前
期
的

結
合
経
営
の
一
環
と
し
て
再
編
成
さ
れ
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
を
規
定
す
る

一
構
成
要
因
を
な
し
て
い
る
。
小
論
で
は
、

マ
グ
ナ
　
テ
ン

O
冨
hω6匡
①
巴
Φつ

の
鉱
山
業
の
発
展
過
程
の
特
質
を
な
す
大
貴
族
の
前
期
的
結
合
経
営
を
把
握
す
る
た
め
の
準
備
的
考
察
と
し
て
、

さ

り

ロ

し

あ

た

っ

て

製

鉄

業

に

お

け

る

王

立

特

権

マ

ニ

島

フ

ァ

ク

チ

ャ

〔
お

よ
び
工

場
〕

の
創

出

と

発

展

の
過

程

に

分

析

の
力

点

を

お

く

こ
と

に

し

よ
う

。

ω

]
■
O
o
ヨ

巴

曽
〉
αq
H胃

。・窟
江
。。
鋳

。審

ζ
口
叶巽
鈴

島

目

σq
9
回'
∪
奪

9

&

σq
昌

昌
詩

置

詳

岡目

Q。
。
三
琶

¢
拝

討

曹
、ミ

罫
ミ

、
貯

寒

§

§

ミ
寒

ミ
§

ミ
馬

装
詫
恥

敦
ミ
身
妹詠
噛
切
q
.
噴
ρ

戸
Q。
胆
Q。
一
ω
.
ざ
刈
.

②

§

3

甲

コ
ト⊃
、
<
繋

目

毫

①
げ
。押

臣
σq
轟
窃
審
募

野

島

①
巨

匹
・・。
N
[巴
℃
o
F三

・・。
言

口づ
①
畔
霧

耳
目

㎝8

N
日

コ

巨
①貯
。
ヨ
島

田
冨

σq
Φ

6

障

。島

。
　

(
呂
9

y

緑

岩
ミ
ミ
ミ

軌

匡
ξ
晦
即
ミ

Nミ

頃
o
§

ND臨
鴨
§
ミ

騎
ミ

ミ
特
。
ミ

簿
一
一
震

声

も○
.
認

り
自
.

岡

拙

著

「
ド

イ

ツ
金
融

資
本

成
立

史

論
』

七

七

ペ
ー
ジ

以
下

を
参

照

さ
れ

た

い
。

オ

ー

ベ
ル

・
シ
ュ

レ
ー
ジ

エ
ソ
製
鉄

業

の
創

出
過

程

第

八
十

五
巻

三
三

九

第

五
号

四

一



オ

ー

ベ
ル

シ
ュ

レ
ー
ジ

エ
ン
湘製
鉄

業

の
創
…
出
過
㎜柱

第

八
十

五
巻

三
四
〇

第

五
号

四
二

ω

大
塚

久

雄

『
欧
洲

経
済

史
畠

一
五

六

ペ
ー
ジ
、

高
橋

幸

八
郎

「
市

民
革

命

の
構

造
』

一
五

八
ペ

ー
ジ
参

照

.

㈲

松

田
智
雄

「
「常

業

の
自

由
]

O
o
≦
雪
σ
m蹄
Φ
目
色
叶」

土

屋
教

授
還

暦
記

念

論
文
集

「
資
本

主

義

の
成

立
と

発
展

』

所
収

、

二
七
〇

ペ
ー
ジ

参
照

。

な

お
、

北
条

功

二

八
世

紀
後

半

の
東

ド

イ

ツ
に

お
け

る

『
農

業
革

命
』

の
特

質

e
⇔

」

経
済

学

論
集
第

二
三
巻

第

二

・
三
号

を
参

照

せ

よ
。

一

王
立

マ
ラ
パ
ー
ネ
製
鉄
所

の
創

設

一
七

〇

三
年

に

O
げ
Φ
誘
O
匿
⑩
毘
9

最

初

の
木

炭
高

炉

が

≧

夢
曽
日
日
①
「
に

設
置

さ

れ

て
以
湘

、

ル
ヅ

。へ
炉

に

よ
る
塊

鉄

生
産

は

高
炉

の
銑

鉄

生
産

と

ブ
リ

ッ

シ
ュ
炉

の
鍛

鉄

生
産

と

の
二
工

程

に
分
化

す

る
。

Qっ
〇三
Φ
丑
窪

が

オ

ー

ス
ト
リ

ー
か

ら
プ

ド
イ

セ
ソ

の
領

有

へ

移

行

し
た

一
七
四
〇

年

当
時

既

に

、

ル

ッ
ペ
炉

三
四

と

並

ん
で

、
高
炉

一
二
、

7
リ
ッ

シ
ュ
炉

二
八

、
鉄

ハ
ム

マ
ー
二

七
が
各

地

に
散

在

し
、

主

に
グ

ー
ツ

ヘ
ル

シ
ャ

フ
ー-
の
農
林

業
経

営

の

　
環

に
組
込

ま

れ
た

、
領

主
制

農

場

用
鍛

治

場

と
も

い
う

べ
き

存

在
形

態

を

と

っ

て
い
る
。

ω
∩
躍
①
総
Φ
ロ

の
中

で
も

O
q
霞

河
右

岸

や
南
部

の

O
ぴ
①
屋
o
竃
Φ
巴
¢
5

の
総

面
積

の
三
分

の
二
を
蔽

っ
て

い
た
針

葉
樹

の
森

林
地

帯

が

、
そ

う

し
た
製

鉄

業

の

た
め

に
恰
好

の
発

生
基

盤
だ

っ
た

[第
1
表
参

照
〕
。

製

鉄
所

経

営

は
、

ガ

ラ

ス
製

造

所

・
煉

瓦

製
造

.

所

.
火

酒
蒸

溜
所

・
石

灰
炉

等

の
経

営

と
と

も

に
、
ダ

ー

ツ

ヘ
ル

の
山

林
利

用

の

一
手

段

と

な
り

、
農

民
層

の
分

解

に
伴

い
広

汎

に
析

ロ
ボ

ロ

ト

コ

出

さ
れ

る
賦

役

ゲ

ル

ト
ナ

ー
や

ホ

イ

ス
ラ

ー
等

の
下
層

農
民

の
特
殊

な

『
賃

労
働

』
が

そ

こ

へ
吸
収

さ

れ

て
ゆ

縞
。

こ
う

し

た
製

鉄
所

経

営

は
、

半
年

経
営

や

四
分

の
一.一年

経
営

が

多
く

、
水

不
足

や

鉄
鉱

石
調
達

難

等

の

た
め

に
し

ば
し

ば
中

断

さ

れ
、
一
七

五
〇
年

の

○
げ
曾

・

の
o
置
霧

δ
昌

の
銑

鉄

生
産

量

は
僅

か

一
、

三

一二
七

ト
ソ

と
推

定

さ

れ

て

い
る
。

ね

ね

　

し

ω
〇
三
①
臥
①
目

の
製

鉄
業

お

よ

び
鉄

工
業

の
未

成

熟

と
う

ら

は
ら

を
な

し

て
、
オ

ー

ス
ト
リ

ー

の

ω
骨忠
興
日
程

犀

の
大
鎌

・
藁

切

・飼

葉

初

等

の
鉄
製

ロ加
、
ナ

ー

ス
ト

リ
ー
領

シ

ュ
レ
ー

ジ

エ
ソ
の

毛
母

げ
①
　
子
包

の
針

金

、
オ

ー

ス
ト

リ
ー

と
ザ

ク

セ

ン

の
鉄

板
等

の
輸

入
は
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ル

ッ

ペ

炉

プ

リ

ッ

シ

ュ
炉

・尚

炉

○

σ
Φ
H
oっ
∩
げ
一ω
巴

O
目

しり
〇
三

①
。・
δ
目

全

体

6」

≦

1

9

6

2

7

5

1;ユ 炉

5后1

2エ…

・或

10i

9

8

4

2

ツ

1

O
げ
Φ
H
印
O
げ
一①
巴
O
=

ロり
。
三

。
。・
団
自

全

体

r
O
げ
①
閉

o
巨
①
ω
δ
　

D嘩
。
巨
o
巴
o
コ

全

体

43…5瞳

%35h

6831

8918

109-

129…16

14412

/

5

㎜

珊
蝿

43

68

80

97

201
ド

27i

341

371.

20

27

32

33

36

囎
旧
跡

恥

廼

41

働

43

,
郵

49

47

47

49

54

開

/756

1768

/774

/779

1780

1783

1795

1796

1800

/804

1805

フ
リ
ー
ド

リ

ッ
ヒ
人

王

は
、

そ

の
軍

事

的
11

絶
対

主

義
的

権

力

を
補
強

す

る
た
め

に
、

進

し
、

と
り

わ
け

一
七
五

三
年
着

工

の
王
立

竃
巴
昌

口
口
Φ
製
鉄

所

を

は
じ

め
、

一
連

の
王
立

特
権

マ

　二

〇
σ
ゆ
窃
〇
三
〇
9ワ
δ
⇒

製
鉄

業

に

新

し

い
局
面

を

拓
く

。

は
じ

め

に
プ

・
イ

セ
.ソ
絶

対
主

義

に

よ
り
創

出

さ

れ

た
製
鉄

所

お

よ
び
鉄

工
所

の
操
業

開

始
年

度

の
主

要

設
備

を

列
挙

し

て
お

こ
う

。

①

王
立

ζ

巴
昌

習

Φ
製
鉄

所

、

一
七

五
四

年
、

木
炭

高

炉

二
、

ブ
リ

ッ

シ

ェ
炉

一
、

②

王
立

囚
器
自

書

お

製

鉄
所

、

一
七
五

五
年
、

木

炭
高

炉

一
、

ブ
リ

ッ

シ

ュ
炉

一
、
③

王
立

国
富
ω
。
げ
Φ
。ぞ

製
鉄

所

、

一
七

六

八
年

、

ブ
リ

ヴ

シ

詣
炉

二
、
㈲

王

立

H
Φ
口
碁

N
①
針

金
製

ッ
ア
イ
ン

ツ
オ
イ
ク

造

所

、

一
七

七

六

年

、
伸

線

機

一
、

ブ

リ

ッ

シ

ェ
炉

一
、

延

棒

ハ
ム

マ
ー

一
、

道

具

ハ

ム

マ
ー

一
、

⑤

王

立

O
Φ
日
げ
旨
り
白

日
Φ
吐
製

鉄

所

、

ツ
レ
ツ
ヒ

一
七

八

三

年

、

ブ

リ

ッ

シ

ュ
炉

一
、
薄

板

ハ
ム

マ
ー

一
、

⑥

閑
α
乱
鴉

び
巳

q

鉄

工

所

、

一
七

八

九

年

、

ブ

リ

ッ

シ

訓
炉

一
、

粗

鋼

製

造

場

一
、

精

錬

場

二

、

大

鎌

製

造

場

一
、

⑦

王

立

O
δ

ヨ

爵

製

鉄

所

、

一
七

九

六

年

、

コ
ー

ク

ス
高

炉

一
、

⑥

王

立

円
α
臨
㈹

製

鉄

所

、

ナ

ー
ベ

ル

・
シ
ュ
レ

ー
ジ

エ
ン
製

鉄

業

の
創
出

過
程

第

八
十

五
巻

三

四
.

第

五
号

四

三

ω
。諺

諄

に
と
り
不
可
欠
だ
急

・

ど
こ

ろ
が

、

一
七
五

三
年

に

マ
リ

ア

・
テ

レ
ジ

ア

は

ω
o
匡
Φ
ω
δ
コ

に
対

し

て
高

度

の
関
税

障
壁

を

設
定

し

、

こ

の

『
繁

栄
』

の
二
大

支

柱

た

る
、
bd
頃
Φ
巴
醤

を

拠
点

と
す

る
遠

隔
地

商
業

と

ス
冨
q
①
諾
o
げ
①
ω
δ
昌

の
麻

工
業

を

い

た
く

脅
一か
し
た

。

こ
う

し

て
展

開

さ
れ

る
普

懊
.関

税

戦

な
ら

び

に

七
年

戦
争

を
契
.機

と
し

て
、

しつ
〇
三
①
しワ
げ
⇔

の
鉱

山
業

の
保
護

育
成

政

策

を
推

、

亀

7

ア

ク

チ

ャ

の

創

出

に

よ

り
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鳴
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房
o
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ノ
≦

目
富

9

鋒

げ
。・
℃
o
年

時

山
塞

七
尾
E

騎

D
}げo
昌

加
計

緯

窃

げ
露

浄

「

O
民
団

匹
⊆
b
σq

鳥

目

o
げ
q

。・
o
げ
一
Φ
。。
冴
些

自

国

o
匡

o
〒

∈
H
匹

同
好
9

1

戸
5
α
β
自・
陣
二
Φ

(
μ
刈
幽
一

σ
ゲ

H
o。
¶
μ
ソ

督

鶉

噛
切
口
.
軌
メ

H
O
μ
O
噛
Qq
.
りo
H
幽
.
b5
H
o
匹
p
口

は

ポ

ー

ラ

ン

ド

・

ロ

シ

ア

・
ワ

ラ

キ

ア

・
モ

ル
グ

ウ

・
ク

リ

ム

・

ト

ル

コ
等

の
東
が

請

国

の
原
料

・開
と
西

方
諸

国

の
工
業

製

品

や
植
民

地
商

品

と

を
交
易

す

る
仲

立
商

業
・の
拠

点

で
あ

っ
た

。

Z
δ
畠
o
嵩
oげ
冨
訟
¢
昌

の

麻

工
業

に

つ

い
て
は
、

酒

井
良

彦

「
ド

イ

ツ
農

村

工
業

の

性
格
」
、

高
橋

幸

八
郎

編
著

コ
近

代

資
本

主
義

の
成

立
』

所

収
、

二

=

ニ
ペ

ー
ジ

以
ド

を

参

照
せ

よ
。

し

モ

モ

　

リ

オ
ア
ベ
ル
フ
オ
ル

ω
。
三
〇
巴
窪

の
要
塞

に
対
す

る
銃

砲

弾

供
給

を

目
的

と
す

る
製

鉄
所

は
、
一
七
五

三
年

三
月

一
日
付

の
命

令

に
基

づ

き
、
王
室

上

級

山

ベ

ト

マ
イ

み

ク

コ

林
局

長

力
①
ゴ
母

葺
N

の
主

導

に

よ
り

ζ
p
冨
留

置
Φ

河

左
岸

の

内
目
拐
。
げ
8

毒

森

林

地
帯

に
甦

設

さ

れ

た
。

高
炉
雄

設

は

O
署

①
ぎ

の

左
官

親
方

が

担
当

し
、
<
.
死
。
。
ず
o
宅

連

隊

や

く
.
山
砦

ジ
筈

碧
目
o
嘱

連

隊

の
兵

士
が

左

官
や
大

工
と

し

て
充

用

さ
れ
、

周

辺
村

落

か
ら

も
強

制

労
働

力

が
徴

発

さ
れ

て
お
り

、
第

一
高
炉

は

五
四

年

八
月

、
第

二
高

炉
は

一
〇

月

に
送

風

を

開
始

し

て
い

る
。

で
は

、

こ

の
王

立

竃
巴
p
冨

口
cD

製

鉄
所

の
労
働

力

の
存

在
形

態

は
ど

う

で
あ

っ
た

か
。

ク
ラ
フ
テ
ル

の

ア
ム
ツ
ウ
ン
テ
ル
タ
ン

高

炉

や

ブ
リ
ッ

シ

ュ
炉

の
木
炭

用
材

は
御
料

林

か

ら
各

高
炉

に
六
、

○
○

○

田

h
.
割

当

て
ら

れ
、
O
署

Φ
冒

の
御
料

地
隷

民

の
賦
役

労
働

が
木

材

伐
採

に
充

用
さ

れ

た
。
だ

が
、
代

採

夫

や
炭

焼
夫

を
確
保

し
、

製
鉄

所

従
業

者

に
食

料

を
供

給

す

る

た
め

に
、

製
鉄

所

コ

・

=
1
設
置

が
構

想

さ

れ
ね

ば
な

ら
な

か

っ
た
。

こ
れ

は

ま
ず

王
立

囚
お
謡

言

H
σq
製

鉄
所

の

閃
艮
o
辞

ド
冨

号
巴

コ

ロ
一一
1

に
よ

り
実

現
さ

れ

、

一
七

五
五
年

に
二

五
家

族

〔ザ
ク
セ
ン
ニ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
領

シ
ュ
レ
ー
ジ

エ
ン

一
、
ベ
ェ
ー
メ
ン
の
ノ
ス
教
徒
五
、
御
料
地
隷
民

一
七
〕

が

入
植

し

て

い
る
。
.王
立

ζ
巴
国
窓

口
Φ
製

鉄

所

の

田
口
玄
①
印
画
o
凱

コ

ロ

ニ
ー

に
は
漸

く

六

七
年

に

O
℃
℃
2
　

の
不
定
住

の
御

料

地

隷
民

コ

ロ
　
　
ス

ト

ヂ

ン

ス

五
家
族

が

入
植

を
希

望

し
、

入
植

者

に
対

し

て
、

ω
耕

地

ニ

モ
ル
ゲ

ン
、
牧

草

地

一
モ

ル
ゲ

ソ
、
②

一
〇
年

間

の
賃

借
料

免

除

、
③

製

シ
エ
ト
イ
エ
ル

ロ
ボ
　
ト

鉄
所
存
続
期
間
の
良

相
1
1賦
役
免
除
、
㈲
無
料
の
建
築
用
材
と
燃
料
用
材
、
㈲
軍
隊
舎
営
割
当
免
除
、
㈲
子
供
の
強
制
奉
仕
免
除
、

ラ
イ
に
み
タ
　
レ
ル

ク
ロ
ツ
シ
エ
ン

の

⑦

二

五

幻
昌

の
前
貸

、

⑧
免

除
年

満
期

後

に
毎

月

一
二

〇
旨

の
賃

借
料

支

払

、
以

⊥

の
特

権

が
賦

与

さ

れ
た
。

僻

地

に
お

け

る
労

オ
ー
囚
ル

・
シ
函
レ
ー
ジ

嵩
ン
製
鉄
業
の
創
出
過
程

第

八
十
五
巻

三
四
三

節
五
号

四
五



オ

ー

ペ

ル

・
シ

ュ

レ

ー

ジ

エ

ン
製

鉄

盤木
の

創

出

嚇思
程

第

八
十
五
巻

三
四
四

第
五
号

四
六

働
力

調

達

の
困
難

さ
を

こ
こ

に
看

取
す

る

こ
と
が

で

き

よ
う

。

ヴ
イ
　
ゼ
ン
エ
ル
ツ

鉄
鉱
石
調
達
は
ど
う
か
。
銃
砲
弾
鋳
造
用
の
沼

鉄

鉱
は
周
辺
の
御
料
地
か
ら
豊
富
に
採
掘
さ
れ
た
が
、
棒
鉄
や
販
売
m川
鋳
物
に
必

ペ
ル
ク
エ
ル
ツ

異

な

粗

鉱

は

、

ラ

ー

リ

ッ

シ

ュ

切
四
H
o
⇒

づ

い
国
ユ
ω
oげ

の

O
「
o
ゆ
あ

α①
ヨ

の

所

領

や

ヘ

ソ

ケ

ル

O
目
四
出
国
①
旨
o
犀
o
一
く
.
O
o
目
口
①
目
しウ
目
口
民
o
瞭
-

署
Φ
ロ
亀
①
舞

の

弓
田
旨

o
惑
算
N

の

所

領

の

鉱

坑

か

ら

購

入

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

か

っ

た

。

こ

の
粗

鉱

運

搬

の

た

め

に

御

料

地

隷

民

に

各

歳
年

ベ
ル
ク
キ
ユ
　
ベ
ル

間

四
〇

鉱

槽

を
製

鉄
所

へ
運

搬
す

る
賦

役

が
課

さ

れ

て

い
る
。
賦

役

の
重
圧
に

あ

え
ぐ
御

料

地
隷

民

は

、

}
七
六

一
年

に
は

粗
鉱

や
木

材

の
運
搬

を

拒
否

し
、
軍

隊

の
出

動

に

よ
り
強

制

さ

れ
さ

え

し
た
。

と

り

わ
け

月
震
p
o
三

訂

か
ら

の
運

搬

は
九

哩
も

の
道

程

に

及

び
、

冬

の
凍

結

し
た

道
路

は
と

も
か

く
、

雪
が

融

け

る

と
く

る
ぶ

し

ま
で

泥

に

つ
か

る
悪
路

の
運
搬

は
苛

酷

な

重
労

働

と

な
る
。

運

搬

賃

は
ッ
蝉

吟

、哩

当
り

六

輔
転
出
グ
、
ッ
シ
ェ
が

ら

六

誕

瀕

.ッ
シ
;
へ
、
更

に
九

ω
。・け

へ
引

上
げ

ら

れ
た

が
、

粗
鉱

運

搬

に
対

す

る
反
抗

は
止

方

ム

マ

　

ク
ラ
イ
ス

七
〇

年

に

O
薯

9
P

O
【
o
ゆ
㏄
耳
〇
三
冒

¶
い
[巨

一巳
目斜

↓
o
ω
F

しd
①
口
琴
Φ
口

の
諸

郡

に
、

.

ま

な
か

っ
た

た
め

、
ブ

レ
ス

ラ
ウ
地
方

政

庁

は
、

年

間

一
、

五
〇
〇

鉱
糟

の

↓
働
旨

o
三

訂

の
粗
鉱

の
運

搬
賦

役

を
割

当

て
た
。

だ

が

、

こ
れ
も
該

当

村
落

共

同
体

の
反
対

に

よ
り

問
も

な

く
廃

棄

さ

れ
、

粗
鉱

運
搬

の
停

滞

の
た

め
王

立

竃
鈴
ρ
唱
p
昌
o

製

鉄
所

の
粗
鉱

貯

蔵

は
枯

渇

し
、
完

全

な
操

業

中

止

の
危
機

が
招

来

さ

れ
た

ほ
ど

だ

っ
た
。

こ
う
し

た
粗

鉱

調
達

難

は

そ

の
後

も
頻

発
し

、

村

落
共

同
体

の
軍
・用

品
運

搬
賦

役

を
免

除

し

て

円
舞
⇔
o
妻
搾
N

か

ら

の
粗

鉱

運
搬
賦

役
が

課
さ

れ
た

り
、

塩
運

搬
夫

に

6
p
旨

o
三

富

か
ら

の
帰

路

に
粗

鉱

を
運

搬

さ

せ

た
り

、

粗

悪

な
粗

鉱

の
運
搬

に

対

し

て
運

搬
賃
支

払
が

停
止

さ
れ

た
り

、
多

様

な
対

策

が

と
ら

れ

て

い
る
。

王
立

ζ
巴
p
冨

昌
①
製

鉄
所

の
高
炉

や

ブ
リ

ッ

シ

ュ
炉

の
各

生
産

工
程

の
労

働
力

の
存

在
形

態

に
関

し

て
は
、

直
接

に
検
討

し
う

る
資

料

が
欠

如

す

る
。

し
か

し
、

国
①
旨
o
⑳

郵

♂
く
岸
跨
8
日
げ
Φ
頃
σq
-○
①『

が

O
唱

①
ぽ

郡

の

囚
旨
αq旦
8

に
設

立

し

た
製
鉄

所

経

営

に

関

し

て
、

一
七

六

一
年

に
大

公
が

ω
o巨
①
ω
δ
口

州

長
官

タ

oっ
o巨
口
訂

①
巳

o
h
頃

に
提

供

し

た
賃

銀

一
覧

〔第
2
表
参
照
〕
は

、
当
時

に

一
般

的



な
時

間

賃

銀

と
請
負

賃

銀

と

の
複

合
形

態
を

明

示
し

て
お
り

、

王
立
製

鉄
所

の
場

合
も

こ
う

し

た
形

態

が
支

配

し

て

い
た
。

か

の

シ
ェ

ー

ソ

↓
蕃
o
ロ
R

<
.
ω
畠

α
β

は

一
七
九

七
年

に
王
立

囚
鵠

自
σ
ロ
お

製

鉄

所

を
訪

問

し

た
お

り
、

「
労
働
者

は
、

一
部

は
週

ご
と

に
、

恥

一
部
は
個
数
ま
た
は
む
し
ろ
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
γ
に
よ
り
、
支
払
わ
れ
る
」

と
記
し
た
。

一
面
、
高
炉
の
冷
却
や
清
掃
等
に
よ
る
経
営
の
頻

繁
な
中
断
に
制
約
さ
れ
、
労
働
者
に
固
定
賃
銀
を
保
証
す
る
た
め
の
時
間
賃
銀
の
形
態
、
他
面
、
高
炉
と
ブ
リ
ッ
シ
詠
炉
の
生
産

の
質

量
が
専
り
労
働
者
の
手
工
業
的
熟
練
に
依
存
す
る
こ
と
に
制
約
さ
れ
て
、
手
工
業
に
慣
用
の
請
負
賃
銀
の
形
態
、
以
上
二
形
態
の
複
合

り

が
賃

銀

支
払

の
基

本
形

態

と

な

っ
た

の
だ
。
一
七

七
四
年

に
三

〇
名

の
職
員

・
労
働

者

を
擁

し

た
王

立

匡
口
慰
O
き

①
製
鉄

所

で

臨
、
国
『
o
-

㎝
三
口
。
製

鉄

所

よ
り

も

一
段

と
進

ん
だ

経

営
内

分
業

の
存
在

を
推

定
し

う

る
が

、

そ

れ
は

さ

て
お

き
、

高
炉

や

7
リ

ッ

シ

ュ
炉

の
生
産

工
程

は
熟

練

労
働

を

必
要

と

し
た

た

め
、
創

設

に
あ

た
り

、
可
吐
①
畔
①
旨

く
.
ヨ

毛
Φ
目

『
o
口

の

↓
貫
p
芝
口

の
所

領

か
ら

最
初

の
高

炉

親

方

が
招

聡

さ

れ

た
ほ

か
、
属

黒
ぎ

属
p
旨

噛
ω
p
駐

。・
①
P

じd
α
げ
日
①
戸

ζ
9、
耳

Φ
P

Z
置
q
冨
⊆
ψ
冒

旧
↓
『
冨
h

等

の
諸

地
方

か

ら
労

働
者

が
誘

恥

致

さ

れ
、

更

に
鋳

型

工

の
養

成

も

行
わ

れ

て

い
る

。

こ
う

し

た
労
働

者

に
は

、
住

居

・
耕

地

・
無

料

の
木

材

・
免

税

・
兵
役

免
除

そ

の

.

他

の
特

権

が
賦
与

さ

れ
た
が

、

一
七
五

五
年

三

月

二

日

の
勅

令

に

よ
り

王
立

製
鉄

所

の
職

員

・
労

働
者

は
、

ω
軍

隊
舎

営
割

当
免

除

、

ナ
　
ル
ン
ク
ス
ゲ
ル
ト

②
家

族

を

含

む
徴

兵
一

お

よ
び

丘
ハ籍

編

入
〃死
際

、
③

地
租

と
職

業

税

の
免

除
、

㈲

生
活

必
需

品

購

入

の
自

由
、

⑤
良

質

・
豊

富

か

つ

恥

廉
価

な
ビ

ー

ル
と

火
酒

の
販

売

、
等

を
保

証
さ

れ

た
。

こ
れ
は
も

と
よ

り
、

特
権

を
賦

与

し

て
熟

練

労
働
者

を
誘

致

し
、
技

術

を

移
植

・
培
養

す

る

た
め

の
措

置

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

こ
う

し

た
特
権

の
賦

与

は

、

プ

ロ
イ

セ

ン
絶
対

主

義

の
鉱

山
業

の
保

護

育
成

政

策

の

一
環

と
し

て
鉱

山
業

一
般

の
労

働

者

に

対

し

て
も

行

わ

れ
た

の
で
あ

っ
て
、

一
七

六
九

年

一
二
月

三

日
布
告

の
鉱

夫

特
権

℃
ロ
く
濠

ぴq
ご
旨

旨

同

家
①

じd
①
巳
σq
冨
⊆
5

一日

の
o
ロ
く
①
垂

目
8

=
Φ
議
o
㎎
§
ロ
巳

ω
〇
三
Φ
の
δ
印

毒

口

α
興

O
富

砂
o
び
p
津

O
一撃
N

の
諸
規

定

は

、

一
八

六
五
年

六

刀

二

四
日

の
プ

ロ
イ

セ
ン

オ
ー
ベ
ル

・
シ
ュ
レ
ー
ジ

エ
ソ
製
鉄
業
の
創
出
過
程

第

八
十
五
巻

三
四
五

第
五
号

四
七



●

才
-
ベ
ル

'
シ
ニ

ー
ジ

エ
ソ
製
鉄
業
の
創
出
過
程

第

八
+
欠
巻

三
四
六

第
五
号

四
八

一
般
鉱

業
法

U
陽

芭

鴨

日
Φ
冒
Φ
じd
ゆ
目
器

認
①
9

ま

目
凸
Φ
剛
器
口
訳
。。
。
ゴ
Φ
昌
ω
宙
異
露

の
公
布

に

い
た
る

ま

で

の
基

礎
規

定

を

な
す

。

そ

れ

は
鉱

夫

に
、

ω

任
意
定

住

の
自
由

、
②

家

族

を
含

む
徴

兵

免
除

、
③

世

襲

隷
民

制

か

ら

の
自
由

、
④

自

治

体
負

担
免

除

、

⑤
軍

隊

舎

営

割
当

免

除

、
⑥

領

主
裁

判
権

か

ら

の
自

由
、
⑦

試
掘
1
1採

掘

許

可
申

請
権

、

㈲
移

住

の
自

由

、
⑨

採

掘
鉱

坑

で

八
週

間

、
払

込
鉱

坑

の形 態 と賃銀支払の形態(1761)

皿 ブ リッシ ュ炉Rtl.

1)精 錬 親 方,請 負賃 銀 で年 に32

a)そ の 他 に 無 料 の住 居 と無 料 の薪

b)薪 のた め に 銀 造 鉄Ztr.に つ ぎ 一

c)鍛 工 道具 の維 持 の ため,条 鉄1Ztr、

d)8Ztr.の 銑 鉄 か ら5Ztr.の 鍛 鉄 を 提 供

す る責 任 が あ 餌 そ のば あいZしr.に っ き1

それ 以 上 を 提 供す れば 別途 にZtr.に
つ き 工Rtl.の 支 払 を うり.,そ れ 以下.を

提 供 す れ ばZtr.に つ き1Rtlr.を 支払 う

・)猷 鵬 畑 働 畔 蜷 ・一・レ

f)ブ リッ シ ュ炉 休 止 中.休 業 金 と して凋 に1

Sgr.d'

4

ユ010

2

20

2

15

一
2

20

一

16

一

-o

「

[

6

一

1

2

4

一

腫Lノ リ ツ ン■=L『

1)精 錬 親 方,請 負賃 銀 で年 に

a)そ の 他 に 無 料 の住 居 と無 料 の薪

b)薪 のた め に 銀 造 鉄Ztr.に つ ぎ

c)鍛 工 道具 の維 持 の ため,条 鉄1Ztr、

d)8Ztr.の 銑 鉄 か ら5Ztr.の 鍛 鉄 を 提'

す る責 任 が あ 餌 そ のば あいZしr・ に 冒=

それ 以 上 を 提 供す れば 別途 にZtr.に
つ き 工Rtl.の 支 払 を うり.,そ れ 以下.を

提 供 す れ ばZtr.に つ き1Rtlr.を 支払

・)猷 鵬 畑 働 畔 蜷 ・一・レ

f)ブ リッ シ ュ炉 休 止 中.休 業 金 と して逼

2)前 鍛 冶,請 負賃 銀 で年 に

a)鉗 昊造 鉄Ztr.に つ き

b)プ リッ シ ュ炉 休 止中,週 に

3)ハ ムマ ー 鍛 冶,請 負賃 銀 で年 に

a)銀 造 鉄Ztr.に つ き

b)ブ リ㌫ シ ュ 炉 休.[ヒ中,週 に

4)ハ マ マー 鍛 冶,請 負 賃 銀 で年 に

a)鍛 造 鉄Ztr.に つ き

b)7リ ッ シ ュ炉 休 止 中,他 の蝦 冶易 で

仕事 口を え る

剛6)2名 の 炭盛,各 々年 に

a)Ztr.臣 こっ き

7/10)4名 の 炭 焼 夫,各 々Klf.に つ き

で
四
週
間
の
罹
病
補
助
賃
銀
、
⑩
鉱
夫
組
合
加

入
と
そ
の
二
棟
の
鉱
山
株
の
無
料
交
付
、
⑪
移

功

動
鉱
夫
に
旅
費
、
等
の
特
権
を
賦
与
し
た
。
し

か
し
現
実
に
は
、
外
国
人
熟
練
労
働
者
は
と
も

か
く
も
、
世
襲
隷
民
の
こ
の
特
権
的
な
鉱
夫
身

分

へ
の
上
昇
は
、
ダ
ー
ツ

ヘ
ル
的
規
制
と
村
落

励

共

同

体
的

規
制

に
よ

り
、

容
易

に
は
実

現

さ

れ

え
な

か

っ
た
よ
う

だ

。

と
り

わ

け
、

鉱
夫

特
権

の
諸

規

定

に

よ
り
権

限

を
侵

犯

さ

れ

る
ダ

ー

ツ

.

ヘ
ル
層

は
頑
強

な
抵

抗

を

試
み

た

た

め
、

一
七

七

三
年

の
布
止
]
は
ダ

ー

ツ

ヘ
ル

に
世

襲
隷
…民

の

鉱
夫

へ
の
転
職

を
拒

否
す

る
権

限

を
容

認

し

て

い
る
。

こ
う

し

て
労

働

力

の
調

達
難

が

鋭
.化

し

オ
　
ベ
ル
　　

ル

ク

ア

ヘ

ツ
　

た
結

果

、

O
o
三
Φ
ω
冨
⇒

上

級
鉱

山

監
督

局

長

レ



第2表Krogulno製 鉄 所 の 労働 力編 制

工 会 計

1)出 納 係,現 物 賃 銀 を 除 い て,年 俸

2)管 ≡埋 ・係,〃 〃

両者 ぽ 販 売 され た鉄Zしr.に つ い て

][高 炉

1)高 炉 親 方,凋 賃 銀で 高 炉 操 業 中,白 身 ♪

仕 事 場職 人 との た めに

a)高 炉 休 止 中,.休 業 金 と して 週 に

b)そ の他 に鋳 造 銑 鉄Ztr.に つ ぎ

C)通 常 の 粘土 型 鋳 造Ztr,に つ き

d)上 質 の砂 型 鋳 造Ztr.に つ き

e)鋳 物 型 鋳 造Ztr.に つ き

%)2名 の木 炭 運搬 夫,各 ・を週 に

殆)2名 の 鉄 鉱 石一 木 炭 装 填 夫,各 々週 に

6)石 灰 採 集 大 過 に

以上滴 炉の送 風 と嬬 のお り蜷 ・一・レ
7/P)鉄 鉱 石採 掘夫 マル テル(8シ ェッ フ ェ

ル)に つ き

a)最 上 質 の鉄 鉱 石 に 対 して は

b)1。 ・マ ル チ ・・に つ 峠 ・ 一 ・レ

C)母 靴 の た め に年 に

IM.Sgr.d!

100

50

5

2

1

1

1

1

10

10

4%

6

4

ユ0

10

1_

110

1

ー
デ

ソ

国
詰
浮
o
嘆

く
.
幻
a

窪

は

こ
の
布
告

の
廃

棄

と
鉱

夫

特
権

の
復
活

を
要

求

す

る

に

い

ヘ
ル
ク
ヴ
ニ
ル
ク
ベ
ロ
ヒ
ュ
ツ
テ
ン
デ
パ

た

っ
た

が
、

ベ

ル
リ

ン
の
採

鉱
1
1
冶

金

ル
ト
マ
ン

部

長

ハ
イ

ニ
ッ

ツ

閃
h
Φ
旨
Φ
昌

く
■
山
Φ
ぼ
ロ
N

の

妥
協

的
解

決

に
落

着

し

た
。

つ

ま
り

、
鉱

山
菜

に
従

事

す

る
世
襲

隷
民

は
、

世
襲

隷

民
制

か
ら

解

放

さ

れ

て
適
当

に
賃

銀
支

払

を
う

け

る
代

償

と
し

て
、
解

放
金

を

支

払

い
、
鉱

山

監
督

局

の

同

意

を

え
て

ダ

ー

ツ

ヘ
ル
が
決

定

し

た
金

額

が均

賦

払

で
賃

銀

か
ら

控
除

さ
れ

る
建

前

と
な

っ
た
。

と

も
あ

れ
、

こ
う

し
た

熟
練

労
働

力

の
移
植

・

培

養

の
過
程

か
ら
.、
鉱

山
[業

の
労
働

力

に

は
、

①
特
権

を
先

金

に
賦
与

さ

れ
た

、
大

抵

は
外

国

人

か
ら

な

る
少
数

の
熟
練

労

働
力

、

②

そ

の
も

と
で
陶
冶
さ
れ
て
世
襲
隷
民
か
ら
上
昇
し
つ
つ
あ
る
半
熟
練
労
働
力
、
③
大
群
の
世
襲
練
馬
の
未
熟
練
労
働
力
、
と
い
う
階
層
的
11
身

分
的
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

農
民
層
雰

解
・
進
鰭

伴
慧

速
に
増
加
・
た
麟

ゲ
ル
・
ナ
ー
や

ホ
イ
ス
ラ
ー
等
雫

層
幾

の
特
馨

『
賃
労
働
』
昭

総

オ
ー

ベ

ル

・
シ
ュ
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P
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④
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⑬

O

Φ
葺

N
雪

乱

.

賢
.
へ
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あ

.

障
O
時
.

⑭

閃
oo
げ
コ
曾

押

還

霧

噛
ヒd
ロ
.
画
o。一
一
Φ8

一
し臼
し。
層
ω
露

～
ω
潟
.

こ

の
鉱
夫

特

権

の
諸

規

定

が
す

べ

て

一
八
六

五
年

ま

で
存
続

し
た
わ
け

で

は
な

い
。

た

と
え

ば
③

は

一
八

=

二
年

八
月
一

四
日

に
、
ω

は

一
八

二
〇

年

=
、月

「
0

日
に
廃
棄

さ
れ

て
お

り
、

更

に
五
〇

年
代

以
降

の
も

ろ
も

ろ

の
鉱

業

立

法

を
経

て
、

プ

ロ
イ

セ
ン

一
般

鉱

業
法

に

よ
り
総

括
的

廃

棄
が

な

さ
れ

た

の
で
あ

る

つ
、σq
H

国
.
聞
屋
ロ
N吋
ρ

へ巾.
鼻

O
."

らQ
もり
.
時
ρ

㎝
ω
.
拙
稿

「
ル
ー

ル
炭
鉱

労
働

力

の
存

在
形

態

」
経

済
論

叢
第

八
二
巻

第

三
号

四

ペ
ー
ジ
)
。

㈹

国
、
国
舜

自

評
ρ

鶏
「
禽
.
O
G
的
.
国
O
.

⑯

暮
畿
'
頓
m
.
罷
1
=
.

⑰

Qり
。巨
。
自。戸窪

は
住

民

の
民

族

・土

地
保

有
権

・
賦
役

量

の
点

か

ら
、
お

お
づ

か
み

に

み
て

∪
。
口
⑦
o
訂

。
巨
窃
げ
⇔

と

矧
Q
巨
駈
。
富

。=

。巴
2
戸
に
区

別

さ

れ
、

こ
れ

は

ほ

ぼ

Z
討
O
雪
。。
〇三
島
冨
口

と

O
げ
Φ鵠
〇三
¢
色
¢　

と

の
区
別

に

照
応

し

て

い
る
。
第

3

表

(旨

N
ざ
貯
口
話
o
罫

農
.
禽
.
O
」
Qo
・
H累

)
と
第

4

表

(
§

匙
.、
・。
、
き

⑩
)

は

、
∪
舞

。・島

胃
プ
国

電

T

o
詰
昌
N
弩

葺

Φ
戸

崖

窪
塞

3

一置

貫

蜜

。
琴

。・。
募

旨

旨
〕
と

蓼

H・話

象

巴

げ冨

聾

と
の

ド

レ

ヴ

シ

ユ

農

民
層

の
階
層

分
化

に

つ

い
て
示

し
て

お
り
、

第
3

表

で

は

U
Φ
口
跡
o
訂

。
巨
∩露
o
口

に
特
徴

的

な
打

穀
ゲ

ル
ト

ナ
ー

と

勺
9
三
需
ゴ
鷲
三
田
δ
口

に
特

ド
ホ

　
ト

徴

的

な
賦

役

ゲ

ル
ト

ナ
ー

と
は
奉

仕

ゲ

ル

ト
ナ
ー

と

し
て

一
括

さ
れ

て

い
る
。

と

こ
ろ

で

℃
c
ぎ
尻
o
げ
零
巨
o巴
o昌

の
場
合
、

自

由

ゲ

ル
ト

ソ
ー

と
ホ

　

お
ロ

ト

イ

ス
ラ

t

の
相

対
的

に
少

な

い
割

合

と
賦
役

ゲ

ル
ト

ナ
ー

の
著

し
く
大

き

な
割

合

が
注
意

を

ひ
く

。

一
七

七

八
年

か
ら
.
.八

〇

七

年

に

か

け

て
、

O
「
雪
N
㏄可
o瞠
o昌

三

三

・
五
%

、
ヨ
罫
け
Φ尻
〇
三
〇巴
①昌

三

四

・
六
%

、
宏
o
H
房
o巨

oω
写
昌

二
九

・
二
%

に
対

し
て

耐
O
ぎ

冨
D冨

p
乞
①
巴
o口

は

七
六

・
一

日
ホ

%

の
人

口
増

加

を

示
し

た
。
圃
o
げ
房
。
ゲ
し・。
匡
Φ巴
Φ
目

の
こ

う
し

た
急

速

な
人

口
増

加

は
、

ボ

ー

ラ

ン
ド
人

住

民

の
白

熱
増

に
基

づ
き

、

主

と
し

て
賦

役

ゲ
ル

ト
ナ

ー
や

ホ
イ

ス
ラ
ー

の
豊
民

層

の
下

層
部

分

が
増
大

す

る
。

こ

の
農

民
層

分
解

の
下

層
部

分

は

ダ
ー

ツ

ヘ
ル

シ
ャ

フ
ト
の
農
林

業

経
営

や

工
鉱
業

経

営

へ
汲

取
ら

れ

て
ゆ
く

(
ノ、σq
P"
き
ミ
`

の
Q脂
.
一
縣
O
～
障

囲
)
。

さ

て
、
U
o
口
けo
訂

。巨
窃

δ
昌

の
農

民

の
良

好

な
世
襲

的

土

地
保
有

権

と
週

に

一
～

二
日

の

不
定
量
賦

役

と

は
対

照
的

に
、
℃
O
ぎ
す
0
7
望
三
霧
δ
コ

で
は
農

民

の
劣

弱

な
非

世
襲

的

土
地
保

有

権

と
週

に

五
～

六
日

の
不
定

量
賦

役

が

ロ

ボ

　
ト

支

配
す

る
。
賦

役

ゲ

ル
ト

ナ
ー
は

、
領

空
直

営

地

で
毎

日
手
賦

役

を
行

い
、

賄

と
小
額

の
貨
幣

賃
銀

を
支

給

さ
れ

た
が
、

そ

の
主

要
な

給
付

は
、

同

に
ぶ
　

ト

様

に
ラ

ス
ペ
ジ

ッ
ツ
の
も

と

に
あ

る
耕

地

・
菜
園

地

で
、

こ
れ

は

と
ぎ

に
は

三
〇

モ
ル
ゲ

ソ
に

も
及

ん
だ

。
賦

役

ゲ
ル

ト
ナ

ー
は
ま

た
、

往

々

に
し

て
役

帝

も
所
有

し
た

が
、

畜
耕

賦

役
を

行
う

こ
と
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許

さ

れ
ず
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役
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を
自

己
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保
有

地

の
耕

作
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た

め

に
、

あ

る
い
は
余

暇

に
、

工
鉱

業

が
機

会

　

や

を
与

え
る
賃
運

搬

の
た

め
に
利

用

し
た

。
ホ

イ

ス
ラ

ー
は

、
数

モ
ル
ゲ

ン
か
ら

「
O

モ

ル
ゲ

ソ
ま

で
の
耕

地

・
莱
園

地

を
保
右

し
、

僅
少

の
手

賦

役

を

行

っ
た

ほ

か
、
ダ

ー

ツ

ヘ
ル

の
要
求

に
応

じ

て
賄

と
小

額

の
貨
幣

賃
銀

の
支

給

を

り
け

て
日

傭
労

働

に
従
事

す

る
義

務

を
負
∵り
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田
舞
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へ脚
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ψ
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お
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O
ρ

O
.
け
Φ器
ヨ
置

戸

O
費
罫

・匙
尋

へ執ミ

診

ミ
象
ぎ

詠
恥謡

」
鴫

ミ
ミ
さ

詮
轂

撃

δ
O
蔭
間
切
.
ヨ

)
。

こ
う

し
た
下

層
農

民

の
賦
役

と
相

似

的
な

特

殊
な

[
.賃

労
働

』

の
意

義

に

つ

い
て
北

条

功
氏

は

次

の
よ
う

に
指
摘

す

る

、

「
問

題

は
、
農

民
屏

の
分

解

の
進
展

の
結
果

と

し

て
増

加

し
た

と
推
論

さ
れ

る
賃

労
働

者

の
多
.く
が
、
農

民

経
営

の
内

部

に
で

は
な

く

し

て
、領

主
直

営

地
経

営

の
内

部

に
吸
収

さ
れ

て

、
そ

こ

に
お
け

る
特

殊
な

賃
労

働
者

(
イ

ン

ス
ト

ロ
イ
.
.ア及
び

剛
狭
義

の
ゲ

ル

ー・
ナ
ー
』
等
)
と

し
て
存

在

し
た

と
推
定

さ

れ

る
点

で
あ

る
」
と

〔前

掲
論

文

⇔
、
三
七
ペ

ー

ジ
)
。

暖

国
.
H尋
磐

葵

ρ

自
.
へ,.
O
.騙
しe
Q。
.
の～

δ
.

二

国
庫
的
一
高
人
的
独
占
の
形
成

王
立
製

鉄
所

は
砲

弾
、

榴
弾

、
.霰
弾

、

小
銃

弾
等

の
銃

砲
弾

鋳

造

に
重
点

を

お

い
て
、
七
年

戦

争

の
軍

需

品

生
産

の

一
翼

を
担

う
。

し

か
し
、
一
七
七

一
年

末

か
ら

銃
砲

弾
受

註

が
途

絶

し

て
窮
地

に
陥

っ
て
以
後

、
そ

の
重
点

は
炉

、
深
鍋
、
釜

、
臼

、
坩
堝

、
蒸

焼

鍋

、
車

、
雄

筆

の
販
売

用

鋳
物

の
鋳
造

へ
移
行

し
、

地
方
政

庁

に
バ

ッ

ク
ア

ッ
プ

さ
れ

て

『
強

力
的

』

に
市

場
が

開

拓

さ
れ

て
ゆ

く
。

だ

が
、

王

立

製

鉄

所

は
競
合

関

係

に

た

つ
ダ

ー

ツ

ヘ
ル
の
製

鉄
所

と
隔

絶

し
た

生
産

能
力

を

も

っ
て

い
た

わ

け

で
は

な

い
。

八
三
年

の
年

間
出

銑

量

を

と

っ
て
み

よ
う
。

土
立

家
巴
騨
雪

目
①
製

鉄

所

の
高
炉

の
五

、
O

O
O

N
『
'
に
対

し

て
、

ヘ
ソ
ケ

ル
〔Z
空
母
興
糸
口
の

切
O
置
目
8

郡

巳O
ユ
葺

N
Φ

の
所

領

に
六
八

年

設
立

の
高

炉
、
く
.
O
巷

[8
芝
。。吋
畷

の

日
暮

麟
艮
訂

郡

内
。
ω
α
野
臥
①
α
豊

の
所

領

に

八
三
年

設

立

の
高
炉

、
く
.

≦
①
旨

①
巳

の

↓
o
ω
マ
○
δ
碁

一鼠

郡

ゆ
一房
oぼ

口

の
所
領

に
八
一二
年

設

立

の
高

炉

の
如

き

は
六

、
○

○
O

N
只

k
及

ん

で

い
る
。

七
年

戦

争

映
後

陣
著

し

い
農

村

工
業

の
成

長

ど
社
会

的
分

業

の
発

展

を
ふ

ま

え
つ

ハや

ダ

ー

ツ

ヘ
ル
の
経

営
す

る
高

炉
、
ブ
リ

ッ

シ

ュ
炉
、
棒

鉄

ハ
ム

マ
ー
、

薄
板

ハ
ム

マ
ー
,

延
棒

ハ
ム

マ
ー
が

籏

生

し
、

な
か

に

は
土
立

製

鉄
所

の
生
産

能
力

さ
え

凌
駕

す

る
も

の
も

登

場

し
た

の
で
あ
.る

。

こ
う

し

た
展
開

と
対

応

し

て
、

一
七
七

七
年

に

ハ
イ

ニ
ッ

ツ
が
採

鉱
1
1冶

金

部
長

に
、

七
八

年

に

・て
の
甥

の

レ
ー
デ

ソ
が

ω
。
竃
Φ巴
の
ロ

上

級
鉱

山

監
督

局

長

に
任
命

さ
れ

た

の
ち
、

鉱

山
業

の
流

通

規
制

の
編

成
替

が
行

わ

れ

る
。

ナ
ー
ベ
ル

・
シ
ュ
レ
ー
ジ

エ
ソ
製
鉄
業
の
創
出
過
程

第
八
十
五
巻

三
五

一

第
況
号

五
三

..一一.一.一

一一.



オ

ー

ベ
ル

・
シ
ュ

レ
ー
ジ

エ
ァ
製

鉄

業

の
創
出

過
程

第

八
十

五
巻

三

五

二

第

五
号

五
四

プ

ロ
イ

セ

ン

甑

右

下

の

の
〇
三

①
虫
o
印

は

、

じo
量

昌
O
o
口
び
日

鱒

剛
o
ヨ
目

o
巴
P

7
鼠

画
α
①び
⊆
↓叩

=
巴
び
の
誘

鼻

口
[

等

の

旧

プ

ロ
イ

セ

ン

地

方

カ

た

コ

う

デ
イ
ス
ト
リ
ブ
テ
イ
オ
ン

と

は
差

別
待

遇

さ

れ
、
国
内

関
税

障
壁

の
設
定

は

も

と
よ

り
、

旧

プ

ロ
イ

セ

ン
地
方

の
商

品

の

『
配

分

』

〔
1
1購
入
強
制
〕
を

う
け

て

い
た

。

た
と

え
ば

、
冨
田
蒔

の
欽

や

ガ
ラ

ス
が

ω
。三

ω匹
窪

へ
配
分

さ

れ
、
ω
。
三
Φ
し・
δ
昌

の
鉄

や

ガ

ラ

ス
の
旧

プ

・
イ

セ

ン
地

方

へ

の
販
売

は
阻

止

さ

れ
る
。

こ
う

し
た

フ
リ

ー
ド

リ

ヅ

ヒ
大

王

の
旧

プ

ロ
イ

セ

ン
地
方

優

遇
政

策

は

一
七

七
九

年

一
一
月

四
目

の
命

令

に

よ
り
廃

棄

さ
れ
、

しり
o
び
富
鉱
Φ
け

の
鉄

の

ン
{
四
境貫

咽
o
葺
目
Φ
吐
戸

O
の↑
芝

Φ
の
6
吐
Φ
口
φ
Φづ

諸

地
方

へ
の
販

売

が
許

可

さ
れ

て

O
匹
電

河

流

域

の
市

場
が

開
放

さ

れ
る
と

同
時

に
、
寓
μ
節

の
鉄

の

ω
。
匡
①
鶴
舞

に
対

す

る

「
配
分

』
も

消

滅

し

た
。

と

こ
ろ

で

ω
o
巳
①
匹
①
づ

に
強

固

な
地
歩

を
維
持

し

て

い
た

オ
ー

ス
ト

リ

ー

の
鉄

に
対

し

て
は
、

既

に

一
七

六
四
年

に
州
長

官

ω
G
巳
甲

町

Φ
口
口
o
目
庸

に
よ

り
銑

鉄

と
粗

鋼

の
輸

入
禁

止
措

置

が

と
ら

れ

た
が

、

大
鎌

や
藁

切

等

の

しo
σ①
δ
H
B
四
時

の
鉄

製

晶

の
輸

入
は

、

州

内

生
産

が
未

成

熟

な

た
め

に
六

七
年

に

三
〇

%

の
関

税
が

賦

課

さ
れ

る

に
と

ど

め
ら

れ

た
。
更

に
、

そ

の
後

急
速

に
拾

頭

し

て
プ

p
イ

セ

ソ
の
国

内
市

場

に
も

喰

い
込

ん

で
き

た

ス

　
ー
デ

ン
の
鉄

は
、

七
九

年

一
一
月

四

日

の
命

令

に

よ

り

、

囚
自

B
胃

F

乞
Φ
ロ
白
髯
ぎ

勺
o
日
置
Φ
彗

諸

地
方

へ
の
輸

入
禁

止

、
O
切下
窯
霧

6
話
島

①
目
に

つ

い
て
は
鉄

消
費

量

の
三
分

の

一
に
抑

制

す

る
輸

入
制

限

、

八

二
年
四

月

五

日

の
命
令

に
よ

り

ω
〇三
①
巴
窪

へ
の
輸

入
禁
止

、

等

の
措
償

を
う

け

る
。

こ
う

し
た

措
置

と

あ

い
ま

っ
て
、

O
冨

房
o
匡
Φ
ω
δ
　

製

鉄
業

に
対

し

て
、
価

格

規
制

、

外
国

材

料
輸

入
証

明
制

、
品

質
検

査

制

と
く

に

ル
ッ

ペ
炉
駆

逐

の
た

め

の
輸

出

向
鉄

の
品

質
検

査

割
箸

の
流
通

規
制

が
実

施
さ

れ
た
だ

け

で
は

な

く
、

上
級

鉱

山
監

督
局

は
、

八
四

ペ
ル
ク
ヴ
エ
ル
ク
コ
プ
ロ
ド
ウ
ク
テ
ン
コ
コ
ン
ト
ワ
　
ル

年

一
月

三

一
日

に
そ

の
管

理
下

に

設
立

し

た
ゾ

レ

ス
ラ
ウ
鉱

産

物

商

館

に

よ
り
、
ω
o
窪
o
臨
Φ
目

鉱

山
業

の
流

通

過

程

に
お
け

お

る
プ

ロ
イ

セ

ン
国

庫

の
独
占

的

地

位
を

創
出

す

る
。

仲

立
商

業

に
重
点

を
お

く
ブ

レ
ス
ラ

ウ
商

人

組
合

を
排
除

し
、
銅

11
鉄

板

取
引

を

独
占

す

る

た
め

に
設

立

さ
れ

た
鉱

産
物

商
館

は
、
銅

・
鉄
板

の
み

で
な

く
青

色
染

料

・
鉄

製

品

・
石
炭

等

の
鉱
産

物

の
流
通

過

程

を
毛



掌

握

し

た
。

私
立
製

鉄

所

と

の
供
給
契

約

や

、

一
定

量

の
棒
鉄

供

給

を
条

件

と
す

る
製

鉄
所

新

設

の
認

可

と

い

っ
た
方
式

で
、
鉱

産
物

商

館
は

、
鉱

山
業

の
公

企
業

の
生

産
物

は
も

と
よ

り
、

私

企
業

の
生
産

物

を
も
支

配
し

、
あ

ま

っ

さ
え
外

国

の
鉱

産
物

の
大

規

模

な
仲

立
商
業

さ

え
営

ん
だ

の
で
あ

る
。

そ
う

し
た
仲

立

商
業

の
取

扱

商

[叩
の

一
部

を
列

挙
す

れ
ば

次

の

よ
う

に
多

彩

で
あ

る
。

イ

ン
グ

ラ

ン

ド

の
鉛

・
白

墨

・
硫

黄

・
蛇

紋

石
製

品

・
響

類

・
漂
布

土

・
錫

、

オ

ラ

ン
ダ

の
硼

砂

・
酸
化

鉛

・
水
銀

・
群

青

.
辰

砂

、

エ
ル
ザ

ス
の

土

歴
青

・
燧

石
、

ヴ

詠

ニ
ス
の
硼
砂

・
石
油

・
歯

砂

、

ザ

ク

セ

ン
の
青

色

染
料

・
紅
花

染
料

・
錫

、

ハ
レ
の
礬

土

.
緑

青
、

マ
ル
ク

の

鉄

板
、

ゴ

ス
ラ

!

の
鉛

・
鉛
黄

・
硫

黄

・
黄

土

・
無

類

・
亜

鉛
、

マ
グ
デ

ブ

ル
ク

の
歯

砂

・
蛇
紋

有
製

品

.
黄

土

.
馨

類

、

ロ
ー
ナ

ソ

ブ

ル
ク

の
磨

石

・
銅

、
ホ
ー

ヘ
ソ

シ
ュ
タ

イ

ソ
の
黄
金

染

料

・
雪

花

石
一材
、

フ
ラ
イ

エ
ソ
ヴ

ァ
ル
デ

の
明
礬

、

ポ

ム
メ

ル

ソ
の
琥

珀

、
カ

ー

ル

ス
ヴ

ェ

ル
ク

の
針

金

、

ベ

ェ
ー

メ
ソ
の
⊥目
色
染

料

、

モ
ン
ペ

リ

エ
の
緑

青

、

ノ

ル
ウ

ェ
ー
の
白

墨

、

ロ
シ
ア
と

ペ

ル

シ
ア

の
石
油

、

ゆ

束

イ

ン
ド

の
硝

石

・
亜
鉛

、

ア

イ

ス
ラ

ン
ド

の
軽

石

.
硫
黄

等
。

ア
ク
チ
　
ゼ

し
か
も
、
鉱
産
物
商
館
は
、
関
税
と
消
費
税
の
免
除
の
特
権
を
享
受
し
て
、
鉱
産
物
取
引
の
事
実
上
の
独
占
的
地
位
を
確
立
し
た
。

こ
う
し
て
鉱
産
物
取
引
に
お
け
る
嘗
っ
て
の
地
歩
を
喪
失
し
た
商
人
組
合
は
、
八
六
年

一
〇
月

一
二
日
に
国
土

両
ユ
Φ
q
ユ
島

類
淳
蝕
日

HH

に
、
ω
o巨
Φ
臨
Φ
昌
の
鉄

・
銅

・
鉄
板

・
青
色
染
料

・
硝
石
等
の
プ

ロ
イ
セ
ン
の
他
の
諸
地
方
に
お
け
る
取
引
権
の
再
交
付
を
直
訴
し
、

同
時
に
、
鉱
産
物
商
館
が
国
内
消
費
用
の
み
な
ら
ず
仲
立
商
業
用
に
も
外
国
の
鉱
産
物
を
輸
入
す
る
こ
と
を
非
難
し
て
、
上
級
鉱
山
監

督
局
の
一
切
の
商
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
国
王
の
命
令

に
よ
り
、ω
国
産
鉄
の
取
引
に
消
費
税
免
除
、
②
鉱
産
物
商
館
の

鉄
価
格
は
常
に
商
人
組
合
の
鉄
価
格
と
同

一
に
さ
れ
、
こ
れ
を
下
廻
ら
な
い
こ
と
、
③
鉄
の
晶
質
検
査
の
上
級
鉱
山
監
督
局
か
ら
造
幣
局

ア
ツ
プ
カ
　
べ

長

へ
の
移

管

、
㈲

商

品

と
し

て
プ

ロ
イ

セ

ン
の
他

の
諸

地
方

へ
移

出

さ

れ

る

　
切

の
鉄

は
同

一
の
公

課

に

服
す

る
、

⑤

係
争

仲

裁

の

た
め

の
委

員
会

任

命

、
等

の
譲

歩

が
商

人
組

合

に
与

え

ら

れ

て

い
る
。

そ

の
後

、
商

人
組

合

は
鉄

取
引

の
み

で
な

く

、
鉱

産
物

一
般

の

オ
ー
ベ
ル
・
シ
}
レ
ー
ジ

エ
ソ
製
鉄
業
の
創
出
過
程

第

八
十
五
巻

三
五
三

第

五
号

五
五



オ
ー

ベ

〃

・
シ

ュ
レ
ー
ジ

エ
ソ
製
鉄

業

の
創

出
過

程

第

八
十

五
巻

三

五
四

第

五
号

五

六

恥

取
引

の
自

由

〔
巨
特
権
的
自
由
〕
第
恢

復

し

て
い

っ
た

と

し

て
も
、

鉱
産

物

商
館

の
商

行
為

は
依

然

と

し

て
活

澱

で
あ

り

、

こ
れ

と
商

人

組
A
・
と
の
抱
合
し
た
形
態
で
、
鉱
山
業
の
流
通
過
程
に
お
い
て
前
期
的
な
野
慰

一
覚

鑑

嘉

形
成
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過

言

で
.は
な

い
。

ω

Ω
Φ
β
譜

o
戸

題
.
轟
.
O
」

Qり
の
.
卜⊃
O
明
～

ゆ
O
P

②

<
σq
ド

閏
¢
o
ぴ
コ
雪

が

巷

塁

冒
O
α
.
仁
P

ら

O
封

oり
ψ
.
お

O
～

田
9

.

③

両
o
野

口
o
H

押

慧

弱

一
国
α
.
明
ρ

お

O
N

u弓
QQ
.
¶
ω
。。
1記

P

認

μ

朗

①
.

④

皿
七

六

七
年

か
ら

七

八
年

ま

で
の
間

に
、
農
村

手

工
業

者
数

は

、
名
o
乙

湾
冨

①巴
Φ
コ

五

九
%

、
ヨ
帥ヰ
Φ騨
o
巨
窃
冨
コ

五

九

・
六
%

、

O
Ho
昌
N
降
諾
7

h
2
同
六
九

.
二
%

、

℃
o
一口
冨
。冨

。
三
〇陰
o
目

七

五

・
八
%

増

加

し

て
、
総
数

約

二
七
、
○

0
0

名

か

ら
約

四

五
、
O

O
O

名

へ
飛
躍
的

に
増

大

し
た

。

な

お
、

こ

の
七

八
年

の
約

四

五
、
O

O
O

名

の
農

村
手

工
業

者
数

は
、

右

の
地
帯

順

に

一
七

・
三
%

、

二
四

・
二
%

、
四

四

・七
%

、
一
三

二
八
%

の

従事者

Grenz昌

streifen

第5表 工778年 の営 業

Polnisch二

schlesien

3.138人

6600
,

226

ユ326レ

1,0ユ1

コ口工08

1082,

}
-

93

113

330

90

577

928

1,390

1227,

116

1ユ0

ー

ー

}

}

}

2,470人

8ユ0

}

}

618

322

298

285

245

49

45

35

一

【

ー

ー

}

}

106

96

180

60-
～

粉

銀

廉

潔

織

挽

冶

織

u

工

工

工

工

工

鉱 夫 ・製 錬 夫

靴

下1て

措

大

仕

大

物

立

工

工

工

玉

屋

ピール.醸造者

火 酒 蒸 溜 者

桶 工

陶 工

ガ ラ ス エ

エ

エ

エ

エ

工

屋

屋

人

人

大

師

師

焼

南

瓦

度

度

油

商

髪

売

ソ

煉

揉

毛

石

搾

肉

パ

糸

小
.
商

理

楽

、



割
ム
ロ
で
分
布

し
て

い

る

(
』.
N
言
付
g
富
o
F

鼻

&
.
9
マ
騎
'
置
¶
)
、麻

工

業
地
帯

の

O
Ho
目
N
降
「
o
罵
①昌

と
製
鉄

莱

地
帯

の

串、o
ぎ
嬬
9
扉
o』
窃
ε
ロ

と

の
営

業

従

事
者

[一

殆

ん

r
農
村

手

工
業

者
〕
の
構

成
を

示
す

第
5

表

(
ふ
ミ
.、

Q。
しり
.
目
ω
P

三

図
.)
は

、
Dり
o
臣
霧
雪

H
の
な

か

で

の
先

進

地
帯

と
後

進

地
帯

と

の
社

会
的

分
業

の
発
展
形

態

を

示
す

、

ω

閃
。
。
一H
コ
Φ
目
旧
U
冨

9

言

」
巨

σq
茜

霧

。
田

。
げ
$

畠
Φ
⑳
固

ψ
臼
-
巳

〔[
uワ
冨

巨

薯
塁

「
①
三

巴

目
障

内
o
巳
㏄
呂

三

島

F

o
げ
¢
寮

。
巨

。
昏

p

驚

窺

い
`
ロご
匹
.
脚
ρ

目
D。
り
い⊃

噂

QQ
.
卜⊃
謬

、
以

下

司

①
。
『
昌
醇

H
H
同
.
と

し

て

引

用

。

⑥

岡
o
H
』・
o
戸

騒
.
韓
.

O
」

Qワ
ω
.
ω
霜

一
ω
卜○
的
.

ガ

男

Φ
o
げ
口
o
「

H
口
.

ψ
.
ミ

リ
.

⑧

寂

昌

昌
雪

H
`

督

鶉

`
bゴ
F

降
P

一
燈
o
拶

。,
.
切
o
P

の

剛
駐

。
『

魯
.
濠
.
o
.

器

.
器

幽
～

ω
卜。
n
.

⑩

周
。
。
プ
ロ
曾

H
・'
ミ

蕊

"
切
q
.
お

噛
一
8

一
噛

し。
QD
.
罵

N
～

紹

ω
.

⑪

く
σq
ド

画
ミ

職
.'
ω
oっ
.
認

ω
～

認

軌
.

*

ブ

レ
ス
ラ

ウ
商
人

組
合

の
特

権

商
人

と

し

て

の
性
格

は

、
ケ

ー

ユ
ヅ
ヒ

ス
フ

ル
ー・
鉄

工
所

の
設

立

の
経
過

に
よ
り
端

的

に
示
さ

れ

る
。

巨
額

の
粗

鋼

.
銑

鉄

.
鉄
製

口叩
を

オ

ー

ス
ト
リ

■

の

Qワ
匠

2
旨
胃

犀

か
ら
輸

入

し
て

∩
ポ

⊥

フ
ン
ド
や

バ

ル

ト
海
沿
岸

諸

国

へ
輸

出

す

る
仲

立
商

業

を
大

規
摸

.

に
営

ん

で
き

た
商
人

組
合

に
、

フ
リ

ー
ド

リ

ッ
ヒ
大
王

は

、
も。
。
匡
①田
印臼

に
鉄

工
業
を

確

立

し
て

ロリ
け虫
雪

B
錯

犀

の
鉄
製

晶

を
駆

逐
す

る

た

め
の
鉄

工

所

の
設
立

を
担

当

さ

せ

よ
5
と

し

た
。

一
七

八

三
年

九

月

一
一
日

に
、

三
七

一
商

社

の
参

加
す

る
商

人
組

合

へ
郡

.照

.罵

ア
誓

は
、
鍬

・
大
鎌

・

鎌

.
飼

葉
切

.
斧

・
難

・
錐

・
截
断

刀

・
鉋
身

・
鋏
等

の
鉄
製

品
を

生
産

す

る
鉄

工
所

設

立

の
慫

慂

を
う

け

、
ω

無
利

子

の
資

金
前

貸

、
②

ω
諮
8
「ー

ヨ

斜
.昇

や

ロゴ
①
『㎝

か
ら
労

働

者

の
招

聘

、
㈹

しD
富
国
H巳
p
「F

賭
四
誤
p
口
'
QQ
凹①σq
。
P

QQ
oげ
日
巴
犀
巴
α
①
口

か
ら

の
鋼

の

入
手

と

O
げ
①話
・巨

。巴
の
臥

の
私

企
業

へ
の
鉄

の
発

註
を

許
可

、
ω

前
記

の
鉄
製

品

の
輸

入

禁
止

、
⑤

前
記

の
鉄

製

品

の
販
売

に
独

占

賦
与

、
⑥

上
級

鉱

山

監
督
局

の
監
督
権

は

留
保

、

⑦

設
立

資
金

の
株
式

に
よ

る
調
達

を

許

可
、

以
上

の
国

王

の
支
援

条

件
を

提

示
さ

れ

た
。

こ
れ

に
対

し

て
、

商
人
組

合

は

九
月

一
六
日

に
次

の
灸

件

で
受
諾

す

る

こ

と
を
決
定

す

る

。
ω

設
備

資

金
全

額
前
貸

、
②

敷
地

撰
択

の
自

由

と
そ

の
無
償
交

付

、
㈲

誓

9
0「日
霞

匠

と

じご
①謁

か
ら

監
督

者

と

主

要
労

働

者

の
招
聘

、
ω

鋼

の
配

慮

、
⑤

原
料

に
対

し
関

税

と
消
費

税

の
免
除

、
⑥

展

示
会

で
優
良

品
と
判

定

さ
れ

た

商
品

と
同

種

の
外
国

商

品

の

ト

ラ

ン
ジ

ッ

ト

通

過

の
禁
止
、
の
労
働
者

の
兵
役
と
軍
隊
舎
営
割
当
の
免
除
、
㈹

Q。
〇三
鍵
冨
ロ

と

9
簿
N
に
対
す
る
排
他
的
特
権

の
賦
与
、
他
の
プ

ロ
イ

セ
ン

諸
地
方

か
ら
の
同
種
商
口叩
の
移

入
禁
止
、
鉄

工
所
製
品
の
他

の
プ

p
イ
セ
ソ
諸
地
方

へ
の
移
出
許
可
、
ゆ
鉄

工
所
設
立
を
商
人
組
合
に
単
独
委
任
。

ヶ

　

ユ
グ

リ

ツ

ヘ

ロ
ノ

リ

ヴ

イ

レ

　
グ

し

か
し

、
こ
う

し

た
商
人

組

合

の
要
求

は
制
限

さ

れ

て
、

八
五
年

七

月

六
口
付

の
国

王

特

権

に
よ
り

以
下

の
諸

点

が
確
定

さ
れ

た
。
ω

○り
。巨
㌣

。・δ
ロ

お

よ
び

O
一算

N

に
欠
如

す

る
鉄
1一
鋼
製

舶

の
生

産

を
許

可
、

②

uり
。
三
星
一。p

お

よ
び

O
[琴

N
で
自

由

な
販
売

を
許

可

、
但

し
、

他

の
プ

p
イ

オ

ー

ベ
ル

・
シ
ュ

レ
ー
ジ

エ

ン
製

鉄

業

の
創
出

過

程

第
八
十
五
巻

三
五
五

第
五
号

五
七



才

ベ
ル

・
シ
詠
レ

ジ

ン
制
贋
鉱

業

の
創

出

過
程

第

八
十

五
巻

三
五
六

第
五
号

五
八

セ

ソ
諸
他

万

で

は
、

国
王

が

月
島

冨

の
鍛

治

工
を

移
住

さ

せ

た

Z
。
暴
富

汗
-両
票

読
名
四三
①

の
製

ロ㎎
に
対
す

る

商
社

uっ
℃
毎

鷺

同げ
.同

の
特

権

に
抵

触

せ
ず

、
他

の
生

産

者

の
利
益

を
侵

犯

し
な

い
限

り

で
許

可

、
偶
鋼

生
産

に
関
す

る

国
o
已
げ
霧
。・
の
特
権

は
鉄

工
所

へ
移

行

、
ω

原
料

の
自

由

な
輸

入

を
許

可

、
但

し
、

で
き

る
限

り

O
げ
の易
。
巨
窃
δ
口

の
企
業

か

ら
購

入
、

㈲

oワ
。
巨
Φω
一窪

の
鋼

が

同
。間
質

に
達

す

る
ま

で
外

国

の
鋼

の
輸

入

を
許

可

、
但

し

、
上
級

鉱

山
監

督
局

の
輸

入

許

可
証
を

要
す

る

、
㈲

製
品

の
輸

出

の

た

め
に
も

同
局

の
証

明
書

を
要

す

る

、
の

自

己
消
費

量

に
限

り
粗

鋼

生

産
を

許

可
、
㈹

外

国
人

労
働

者

に
対

し

て

の
み
徴
兵

免

除

、
㈲

二
年

以
内

に

設
伽
完

成

の
場
合

に

は
じ

め
て
特
権

は

発
効

、
鱒

鉄
工

所

の
検
査

、

製

品

の
品
質

検
査

と
価
格

規
制

、
鉄

工
所
経

営

の
準

備

の
指
令

、等

の
権

限

は
上

級
鉱

山
監

督

局

に
留
保

(
閃
。
。げ
ロ
Φ
目
閏
押

qD
gQ
.
卜⊃
○。
O
～
卜。
o。一
)
。

以
前

の
商
人

組

合

の
要
求

の
う

ち

、

と
く

に
の

と
團

は

こ

の
国

王
特

権

の
規
定

に
よ

り
制

限
さ

れ

、
ω

も

大
王

の
死

石

に
は

か
な

り

の
制
約

を
う

け

た

と

し

て
も

、
冨
p
冨
唱
p
口
①
河

右
岸

の
建
設

用

地
や
建

設

用
材

の
無
償
交

付

を

は
じ

め

、

幾

多

の
特
権

を

賦
与

さ
れ

て
、
囚
α
巳
αq
旨
巳

匹
鉄

工
所

は

八
九

年

に
商

人

組
合

の
七

八
商

社

の
参

加

の
下
に
設

立

さ
れ

た

。
[
-国

王

の
仁

慈

」

の
名

に

ふ
さ
わ

し
く

、
囚
α
昌
お
。。プ
目
乙

鉄

工
所

ほ

ど
、
し。
・巨
。
・・H。口

の

私

企
業

の
中

で
豊
豪

国

王

の
支

援
を

亭
受

し
た
も

の

は
な

い

と
さ

え
言

わ
れ

て

い
る

〔<
α・
;

・
。冨

二

審

舞

b」
色
・
鈷

H
聲

・
。,
・
・。
c。
ρ

bご

匹
.
㎝
ρ

お

O
N

uワ
.

認

《

頃
o
o
プ
日冒雪

目

押

御
しり
.
悼
D。
一
～

トう
Q。
G。
)
。

三

マ
ゲ
ナ
ロ
テ

ン

展
望
-

工
場
制

へ
の
移
行
と
大
貴
族
経
営

の
進
出
一

一
七

七
九
年

に

ハ
イ

=
ッ

ツ
は

O
け
Φ
誘
o
眩
Φ
臨
Φ
旨

製
鉄
業

の
達

成
す

べ

き

目
標

の

一
つ

と

し

て
、

な

お

ル

ッ
ペ
炉

の
木

炭
高

炉

へ

の
転

化

を
問

題

と
し

て

い
た

の
に

、

イ
ギ

リ

ス
で
は
既

に

一
八
世
紀

半

ば

ま

で

に
ダ

ー
ビ

ー

》
σ
建
ぎ

日

U
賀
び
喝

父

子

の
努
力

に
よ

リ

コ
ー

ク

ス
に

よ

る
銑
鉄

生
産

が

成
功

を
収

め

て
お
り

、

八
四

年

に
は

コ
ー

ト

ロ
自

著

O
o
詳

の
パ

ッ
ド

ル
法

の
発

明

に
よ

り

石
炭

に

よ
る
薮

生
産
も
鏡

し
馬
・
こ
う
し
て
、
イ
ギ
・
嚢

鉄
業
は
星

的
な
産
業

命
の
展
開
の
さ
中
で
、

〒

ク
ス
高
炉
と
パ
・
ド

ル
炉

に
よ

り
森
林

か
ら
解

放

さ

れ
、
蒸

気
機

関

に

よ
り
水

力

か
ら

も
独

立

し

て
、

大
き

く

発
展

す

る
基

礎

を
固

め

て

い
た
。

こ
の

よ
う

な

世
界

史
的

段
階

の
側

圧
を

う
け

て
、

○
げ
Φ
『
ω
n
三
Φ
臨
o
⇒

製

鉄
業

に
お

い
て

も
漸

く
木

炭

か
ら

コ
ー

ク

ス

へ
、

水

力

か
ら
蒸

気

力

へ
の



移

行
が

口

程

に
の
ぼ

る
。

O
冨

誘
o
日
田
寄
口

に
は
素

材

的

に
、
木

炭

高
炉

に
有

利

な

条
件

と
同
時

に

、

コ
ー

ク

ス
高

炉

に
も

有

利

な
条
件

が
存

在

し
た
。

即

ち
、

最

下
層

に

石
炭

、

そ

の
上
層

に
亜
鉛

1
1鉛
鉱

石

・
石

灰

や
白

雲

石
、
更

に
そ

の
上

層

に
鉄
鉱

石
、

と

い

っ
た

よ
う

に
、
資

源

が
重

畳
し

ヤ

も

セ

も

へ

　

へ

て
埋
蔵

さ

れ

て

い
た
か

ら
だ

。

と

は

い
え
、
木

炭

か

ら
石

炭

へ
の
移
行

は

、

な
に

よ
り

も

ま
ず

、
ダ

ー

ツ

ヘ
ル
の

山
林

所

有

の
利

害

に

よ

り
制

約

さ

れ
て

い
た

。
製

鉄
所

経
営

は
そ

の
山

林
利

用

の
最

も
確

実

な
手

段

で

あ

っ
た

た

め
、
ダ

ー

ツ

ヘ
ル
は
木
炭

高

炉

を
温

存

し

、

て
山
林

所
有

の
利

害

と
対
立

す

る

コ
ー

ク

ス
高

炉

へ
の
移

行

や
石

炭
鉱

業

の
経

営

に
関

心

を
示

そ
う

と

し
な

い
。

ヘ
ソ
ケ

ル

〔。c
♂
巨

甲

コ
。
急
け
.
系
〕

の
如

き

は
、

石

炭

は
山
林

利

用

を
狭

隘

に
す

る
ゆ

え

に
有

益

で
あ

る

よ
り

は
む

し
ろ
有
害

で
あ

る

と
言
明

し
鵡

。
し

か

し
、

山
林

濫

伐

に
伴

う
木

材
価

格

の
騰

貴

が
漸

く

木
炭

高

炉
経

営

を
脅

か

し
始

め

た
だ

け

で

は
な
く

、
木

材

は

石
炭

の
如

く

迅
速

か
つ
大

量

に
供
給

を
拡

大

し

え
な

い
た

め
、
木

炭

高
炉

は

コ
ー

ク

ス
炉

と
異

っ
て
大

量

生
産

へ
発

展

し
う

る
条
件

を

欠

い

て

い
る

。
従

っ
て

、
プ

ロ
イ
セ

ン
鉱
業

官
僚

の
中

に
も

、

山
林

経
営

と
製

鉄
業

経

営

と

の
結
合

を
固
執

す

る

ハ
イ

ニ
ッ
ツ
の
立

場

と

、
石

炭
鉱
業

経

営

と
製

鉄

業
経

営

と

の
結

合

を
創

出

し

よ
う

と
す

る

レ
ー
デ

ソ
の
立

場

と

の
対
立

が
伏

在

し
、
前

者

が

さ

し
あ

た

っ
て
政
策

決
定

の
基

調

を

な

し

て

い
た

と

し

て
も
、

イ
ギ
リ

ス
産

業
革

命

の
側

圧

は
後

者

を
前

面

に
押

し
出

さ

な

い
で

は
お

か

な

い
。

そ
れ

に
伴

い
、
O
げ
ω
目
ω
o
日
の
詮
Φ
口

製
鉄

業

に
お
け

る
木

炭

か
ら

石
炭

へ
の
移
行

の
第

一
歩

は
、

王
立

特
権

工
場

〔
1
1模
範
工
場
〕

の
設

立

に

よ

っ
て
踏

み
出

さ

れ

る
。

一
七
八
六

年

一
〇

月

の

レ
ー
デ

ソ
の
イ
ギ

リ

ス
製

鉄
業

の
視
察

旅

行
、

そ

れ
を

契
機

に
翌

八
八
年

一

一
見

に

○
σ
の
諺
魯

δ
6。
δ
づ

へ
招

聘

さ

れ
た

ウ

イ

ル
キ

ン
ソ

ン

毛

旨
ド
目

毒

出
ざ
諺

oづ

の
助

言
、

八
九

年
半

ば

か

ら
九

〇
年

二
月

に
か
け

て

の

レ
ー
デ

ン
の

イ

ソ
グ

ラ

リ

も

コ

つ

つ

ン
ド

、

ス

コ
ッ

ト
ラ

ン
ド
、

北

フ
フ
ソ

ス
、

、ヘ
ル
ギ

一
等

の
製
鉄

業

の
再
度

の
視

察
旅

行
、

こ
う

し

た
準

備

段
階

を
経

て
大

陸

最

初

の

コ
ー
ク

ス
高
炉

を
擁

す

る
王

立

虫

魚
a

冒

製

鉄

所
が

九

六
年

に
完

成

さ

れ
た

。
当

初

の
計

画

は

切
Φ
口
9
Φ
コ

周

辺

の

N
畢
o
嵩
①

の
石

ナ
ー
ベ
ル

.
シ
ュ
レ
ー
ジ

エ
ン
製
鉄
業

の
創
出
過
程

第
八
十
五
巻

二
五
七

第
五
サ

五
九



オ
ー
ベ
ル

.
翌

レ
ー
ジ

　
ソ
製
鉄
業

の
創
出
過
程

節

八
+
五
巻

三
五

八

猜
百

万

六
〇

炭

地
帯

に

コ
ー

ク

ス
高

炉

を
設

置

し

て
、
蒸

気
機

関

に

よ

る

シ
リ

ン
ダ

ー
送
風

を
も

予
定

し

て

い
た
が
、
蒸

気
力

送
風

が

不
確

実

な

た

め
、

し

へ

水

力

送

風

に
変

更

さ
れ

て
、
囚
δ
q
巳
粛

河

の
利

用

の
ほ

か
、

王
立

囚
α
巳
σq
ぎ
ーピ
良
器

炭

坑

の
焙

焼
設

備

の
利

用

や

王
立

ζ

箪
昌

冒

①

の

マ

マ

マ

製

鉄

所

か
ら

の
一局
炉
建

設
川

鋳

造
口
…
輸
送

の
便
宜

を
考

慮

し

て
、
O
}9
壽
屋
N
に
建

設

さ

れ
た

の
で
あ

る
。

更

に
、
蒸

気

力

送
風

の

コ
ー

ク

ス
高

炉

を
擁
す

る
王
立

製

鉄

所

を
建

設

し
、

そ

れ
を

王
立

炭
坑

と
結
合

す

る
計

画

が
九

七
年

一

一
月

一
五

日

の
特

別

命
令

に
よ

り
許

も

も

じ

　

可

さ
れ

て
、

しd
鍔

号
曾

南

東

の
石
炭

地
帯

に
王
立

円
α
p
楓

製
鉄

所

が
建

設

さ

れ

る
。
大

陸
最

大

の

コ
ー

ク

ス
高
炉

た

る
、
第

一
高
炉

ぱ
ユ
ツ
テ
ン
ツ
エ
ツ
ヘ
ン

リ

は

一
八

〇

二
年

に

、
第

二
高

炉

は
翌

〇

三
年

に
送

風

を

開
始

し
、

隣
接

の
王

立

内
α
巳
ひq

炭

坑
が

そ
の
製

鉄

所
炭

坑

と
な

っ
た
。

こ
う

し
て
、

農
奴

制

工

場

と
も

い
う

べ
き

王

立

囚
α
巳
㈹

製
鉄

所
に

よ
り

O
げ
段
ω
。
露
①
ω
δ
嵩

製

鉄
業

に
お
け

る
工

場
制

へ
の
移

行

が
開

始

さ

れ
る

の

で
あ

る
が

、
そ
う

し
た
展

開

の
底

を

貫
く

一
筋

の
赤

い
糸

は
軍

事
的

視

点

で
あ

り
、

一
八

〇
四

年
設

立

の

王
立

臼

9
三

訂

製

鉄

所

の
大
砲

一

砲

弾
鋳

造
所

や
〇
九

年

設
立

の
王
立

ζ
巴
p
冨

p
Φ
製

鉄

所

の
小
銃

製

造

所

を
は
じ

め
、

王
立

製
鉄

所

の
生

産
施

設

は

一

助

カ

つ

　

で

じ

も

り

り

う

り

り

し

　

セ

セ

八

一
三

i

一
五
年

の

『
解

放

戦

争
』

の
さ

い

の
プ

ρ
イ

セ
ソ
軍
隊

武

装

の
物
質

的

基
礎

と
な

る
。

oう

周
8

プ
箒

目

H
、
弩

塁

間

uゴ
窪
.
お

、
一
ゆ
O
ド

Qn
.
お

ω
.

ω

製

鉄

業

に
お
け

る

工
場

制
昌
一
機

械

制
大

工

業
〕
へ
の
移

行

の
第

一
段
階

は
蒸

気

力
送

風

に
基

づ
く

コ
ー

ク

ス
{回向
炉

の
導

入

に
、

そ

の
第

二
段

階

は

べ

ッ

セ

マ
ー
製

鋼
法

〔
1
1一
八
五

五
年

発
明
〕
の
導

入

に
、
指

標

が
求

め
ら

れ

る
。

こ

の
第

二
段
階

を
経

て
鉄
鋼

業

が
成

立
す

る
.

バ
ッ

ド

ル
炉

は

な

へお

手

エ

業

的

熟

練

に

依

存

し

、

一一、
ト

ソ

の

銑

鉄

な

錬

鉄

へ
転

化

す

る

の

に

二

四

時

間

を

要

し

た

が

、

ベ

ッ

セ

マ
ー

転

炉

で

は
一

五

～

二
〇

ト

ソ

の
銑

鉄

を

鋼

鉄

へ
転

化

す

る

の

に

一
五

～

二

Q

分

で

足

り

た

〔
○
.
しり
什
帥
=
8
プ

F

=

.
し6
「
o
口
α
¢
γ

両
蹄
§

勘
鴎
驚
魯

一
qD
O
～
'
し。
らo
.
¶
～

噸
)
。

㈹

閏
o
房
c
7

象
.
亀
.
O
;

Qっ
.
。。
ω
O
.

ω

き
ミ

.
一堕

ω
卜。
O
.

⑤

<
撃

.
§

職
.一
㏄
。c
.
器

。。
～

繊

¶
.

ゆ

ノ
.σq
り

冨

。
巨

q

戸

越

吋
寵

しり
.
叩

一
.お

口

8

飼

Q。
Qc
・
卜⊃
①
ω
～

鶉

¶
・

の

カ

、
〈
.
∩
宥

塁

=
一
U
器

U
窪

評
已
』

号

頓

ソ
自
三

珠
。
富

Ω
冨

{
雪

/
d
巨

涛
⑩
山
.当

げ
。
回
内
α
ヨ

σq
。。
菖

酔
庁
ρ

起

電

9

調
臣
.
一
、
一
。。
躍

'
uっ
.
卜⊃
O
ゆ
.

馴

歪

.三

.[b

藁

葺
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目
星
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ぎ

ト
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Ω
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三

'

鳶

昼

・
二
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G・
・
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。・
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.
・
引

…
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設
妾

時
虜

男

編
制

了
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.



経

営
内

分

業
〕

の

形
態

は
、
ω

高

炉

の
鉄

鉱

石
運
搬

夫

二

、
ω

高

炉

の
鉄
鉱

石
1
1
石
灰
運

搬

大

工
、
㈲

高
炉

の
装
填

夫

二
、
ω

高

炉

の
熔
鉱

夫

二
、

㈲

焙
焼

炉

の
熔

鉱
夫

、
助

手

各

一
、
㈲

熔
銑

炉

の
労
働

者

四
、
⑦

鋳
物

指
物

工

一
、

職
人

三
、
㈹

指

物
工

一
、

職
人

二
、
㈲

粘

土

鋳
型

工

一
、
徒

弟

二
、
⑩

金
属

鋳
型

工

二
、
徒

弟

四
、
⑪

鋳
物

研
磨

工

二
、
⑫

鍛

工

一
、

職
人

三

、
03

工
具

一

研
磨
鍛

冶

一
、
助

手

五
、
鱒

錠

前
工

一
、
㈲

工
夫

黄

一
、

⑯

中
刳

工

一
、
σの

臨
時

手

伝

い

の
鋳
型

工

[蜜
巴
ρ
唱
首

①

か

ら
三
、
N
。げ
号

臥
畠

と

訳
「o
旨
げ
口
お

か
ら

昏

二

五
、

以

上
合
計

四
九
名

か

ら
構
成

さ

れ

る

(
勺
①
O
げ
ロ
O
「

月

替

題

噛
bコ
ロ
.
㎝
ρ

お

O
P

しワ
.
圃
㎝
O
)
。

㈲

製

鉄

所

と

炭

坑

と

は

二

、

〇

五
Q

フ
ィ

ー

ト

の

鉄

製

軌

道

で

結

合

さ

れ

て

い

て

、

石

炭

は

竪

坑

か

ら

直

接

に

炭

車

へ
投

入

さ

れ

、

コ
ー

ク

ス

製

造

揚

へ
運

搬

さ

れ

た

。

二

基

の

高

炉

に

必

要

な

石

炭

の
運

搬

に

「
頭

の

馬

匹

で

足

り

た

と

い

う

。

な

お

、

製

鉄

所

に

対

し

石

炭

が

十

分

の

一
税

そ

の

他

の

公

課

や

利

潤

を
除

外

し

た

原

価

で

供

給

さ

れ

て

い

る

点

に
留

意

を

要

す

る

(
閏
①
訂
o
互

へ
陛「

巨

O
.一
q。
しα
.
ω
切
G。
～

。。
①
目
)
。

⑩

O
田
昌
げ
N
Φ
戸

へ再.
轟
.
O
."
QQ
.
卜⊃
卜⊃
翻

しワ
o
冠

o
r

覇
.
象
.
O
.噛
Qつ
Q弓
.
ω
¶
O
～

ω
QO
P

上

述

の
王

立
製

鉄
所

の
主

導

の
も

と

に

O
げ
霞
。り
〇
三
①
ω
δ
昌

製
鉄

業

は
、

一
七

八
三
年

か

ら

一
八
〇

四
年

ま

で

に
銑
鉄

生
産

で
約

二

・

五

倍

、
棒

鉄

生
産

で
約

二

・
三
倍

の
発

展

を

と
げ

、
プ

ロ
イ

セ
ン
製

鉄

業

の
発

展

の
主

軸

を
な

し

て

い
る

〔第
6
肉

・
筑
7
肉
参
照
〕
。

そ

、

、

、

、

、

、

、

噛

、

..

「
.
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オ

ー

ベ
ル

・
シ
ユ

ノ
ー
ジ

エ

ソ
製

鉄

業

の
創
出

過

程

の
プ

ロ
イ

セ

ン
改
.革

以

後

の
発

展

過
程

h生
産
構
造

・
市
場
構
造
〕

に
つ

い

て
は

、
別

稿

で
た
ち

い

っ
て
分
析

す

る
予

定

で

あ

る
か
ら

、

こ

こ
で

は
木

炭

高
炉

か
ら

「
i

ク

ス
高
炉

へ
の
移
行

過

程

に
お

け

る

、

O
げ
Φ
〒

マ
グ
ナ
　
チ
ン

ω
o
巨
Φ
uワ
げ
目
一製
鉄
業
　の
主

導
権

の
王

立
製

鉄

所

か
ら

大
皿貝
族

経

営

〔
旺
前

期
的
結
合
経
営
〕
の

一
環

を
な

す

私
立
製

鉄
所

へ
の
移

行

を

示
す
指

標

の

素

描

に

と
ど

め

て
お

こ
う

。

も

カ

リ

も

む

そ

の
第

一
の
.指
標

は

一
八

三
六

1
三

九
年

の

目
貼「⊆
冨

製

鉄
所

の
設

モ

ら

モ

マ

立

で
あ
.
る

。

ヘ
ソ

ケ

ル

〔oり
す
ヨ
す
コ
。
二、離
N
糸
〕

の

所

領

の

炭

坑

地

惜冊
に

、

榊第
八
卜

五
巻

ゴ
一圧

九

第

五
[7

六

皿



オ
ー
ベ
ル

・
シ
ュ
ノ
ー
ジ

エ
ソ
製
鉄
芙
の
創
出
過
程

第
八
十
五
巻

三
六
〇

第
庶
母

六
二

全

生
産

施

設

が
イ

ギ

リ

ス
か
ら

輸

入
さ

れ

て
、
王

立
製

鉄
所

の

コ
ー

ク

ス
高
炉
建

設

に
貢
献

し
た

ス
コ

ッ
ト
ラ

ン
ド

人

一
9

⇒
じd
国
ま

霞
目

の
指
導

の
も

と

に

コ
ー

ク

ス
高

炉

四
、
パ

ッ
ド

ル
炉

二
〇

、
圧

延

工
場

等

の
製

鉄
業

の
生
産

工

程
を

↓
蔵

す

る
プ

に
イ

セ
ソ
最

大

か

つ
最

新
鋭
の
製
鉄
所
が
建
設
さ
れ
た
急

・
関
税
同
盟
の
形
成
と
鑑

網
の
建
設
に
麦

国
内
市
場
の

『強
力
的
』
創
出
に
バ
・
ク
ア
・
プ

も

ら

ヨ

カ

コ

マ

グ

ナ

コ

テ

ン

さ

れ

て

、
国
Φ
づ
。吋
♀

幻
Φ
慈

民
P

自

①
δ
11
名

『
。
匹
霞

ら

の
大

貴

族

に

よ
る

コ
ー

ク

ス
高

炉
を

擁
す

る
製

鉄
所

の
設

立

が
あ

い
つ

い

で
行

わ

れ
、
O
び
①
誘
o
巨
①
巴
Φ
p

製

鉄
業

の
銑

鉄
生
産

に
お

い
て
、

一
八
五
〇

年

代

に

コ

ー
ク

ス
銑

が
木

炭

銑

を
凌
駕

し

[
第
8
表
参
照
〕
、
四

六

年

の

コ
ー
ク

ス
高

炉

一
八

・
木

炭

高
炉

六
〇

か
ら

、
六

七
年

の

コ
ー
ク

ス
高
炉

四

一
.
木
炭

一口岡
炉

二

一
へ
の
編
成

替

を

み

る
。

も

と
よ

り

、
幼
げ
①
冒

・ミ

①
ω
味
巴
Φ
コ
と
対

比
す

れ
ば

明
ら

か

な
よ

う

に
、
○
げ
Φ
諾
〇
三
①
忽
8

に
お

い
て
は
厖

大

な
山

林
所

有

の
利

害

に
制

約

さ

れ

て

木

炭

高

炉

か
ら

コ

ー
ク

ス
高

炉

へ
の
移

行

は
著

し
く
緩

慢

に
行
わ

れ
て

い
る
。

し
か

し
、

石
炭

鉱
業

の
発
展

に
伴

い
、
O
げ
ω
諺
∩
三
Φ
。。
ロ
づ

や

　

ロ

リ

の
邦
舞
腱
の
山
林
所
有
は
、
木
炭
高
炉
や
ブ
リ
ッ
シ
ュ
炉
に
対
す
る
木
炭
供
給
に
代
っ
て
、
石
炭
鉱
業
の
坑
木
供
給
の
中
に
新
し
い
市

ラ

マ
グ
ナ
　
テ
ン

ハ

場

を
見

出

し

想
。

つ
ま
り

、
東

エ
ル
ベ

の
中

で
も

無

比

に
低

廉

な
半
農

奴

的

賃
労

働
者

に
依

拠

す

る

O
σ
9
ω
∩
三
Φ
臨
Φ
目

の
大
貴

族

は

、

山
林
所
妻

款

と
し
二

部
は
繋

惚

蓬

用
し
つ
%
、
石
炭
鉱
蕃

護

さ
せ
て
、
と

れ
を
む
・
ろ
轟

・
し
つ
つ
、
茅、
の
上

に

コ
ー

ク

ス
高
炉

や
パ

ッ
ド

ル
炉

を
擁

す

る
製

鉄
業

を

構
築

し
た

の

で
あ

る
.

マ
グ
ナ
コ
テ
ン

と

こ
ろ

で
、

O
σ
①
房
o
霞
の
匹
魯

製

鉄
業

の
主
導

権

の

王
立

製
鉄

所

か
ら

こ
う

し

た
大
貴

族

経
営

の

一
環

を
な
す

私

立
製

鉄

所

へ
の
移

行

を

示
す
算

一、扇

掛

概

は
、

王

立
製

鉄
所

の
衰

退

な

い
し
は

払
下

で
あ

る
。

一
八

六
〇

年
代
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コ
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ク
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炉
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パ

ッ
ド
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争
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よ
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木
炭
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ブ
リ
ッ

シ
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決

定
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っ
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あ
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そ
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す
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く

、

王
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ζ
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p
ロ
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六
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壽

Φ
と

塁

遵

器

の
・
リ
ッ
ヴ三

炉
は
六
五
年
撮

菜
を
中

止

し

、
更

に
そ
の
木

炭

高
炉

は

あ

の
『
創

立
熱

狂
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落

し
て
、

王

立

竃
皿
5
娼
p
コ
○
製
鉄
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そ

の
後
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鉱
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八
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領
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鉛
鉱
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採
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